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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の無線基地局を含む無線通信システムの制御方法であって、
　第一のセルグローバル識別子にて示される第一のセルのオフを示す第一の通知を、第一
の無線基地局から第二の無線基地局へ送信し、
　第二のセルグローバル識別子にて示される第二のセルの情報の削除を示す第二の通知を
、前記第一の無線基地局から前記第二の無線基地局へ送信し、
　前記第二の無線基地局は、前記第一のセルがオフになった場合であっても、前記第一の
セルの情報を保持し、
　前記第二の無線基地局は、前記第二のセルの情報の削除を示す第二の通知を受信した場
合、前記第二のセルの情報を削除する、
　ことを特徴とする制御方法。
【請求項２】
　前記第一及び第二のセルグローバル識別子は、E-UTRAN Cell Global Identifier（ECGI
）である請求項１に記載の制御方法。
【請求項３】
　前記第一の通知の送信及び前記第二の通知の送信は、前記第一の無線基地局及び前記第
二の無線基地局との間のX2インタフェースを介して実行される請求項１又は２に記載の制
御方法。
【請求項４】
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　無線基地局の制御方法であって、
　第一のセルグローバル識別子にて示される第一のセルのオフを示す第一の通知を、他の
無線基地局から受信し、
　第二のセルグローバル識別子にて示される第二のセルの情報を削除することを示す第二
の通知を、前記他の無線基地局から受信し、
　前記第一のセルがオフになった場合であっても、前記第一のセルの情報を保持し、
　前記第二の通知を受信した場合に、前記第二のセルの情報を削除する、
　ことを特徴とする無線基地局の制御方法。 
【請求項５】
　前記第一及び第二のセルグローバル識別子は、E-UTRAN Cell Global Identifier（ECGI
）である請求項４に記載の制御方法。
【請求項６】
　前記第一の通知の送信及び前記第二の通知の送信は、前記無線基地局及び前記他の無線
基地局との間のX2インタフェースを介して実行される請求項４又は５に記載の制御方法。
【請求項７】
　無線基地局の制御方法であって、
　第一のセルグローバル識別子にて示される第一のセルのオフを示す第一の通知を、他の
無線基地局へ送信し、
　第二のセルグローバル識別子にて示される第二のセルの情報を削除することを示す第二
の通知を、前記他の無線基地局へ送信し、
　前記第一のセルがオフになった場合であっても、前記第一のセルの情報が、前記他の無
線基地局によって保持され、
　前記第二の通知が受信された場合に、前記第二のセルの情報が前記他の無線基地局によ
って削除される、
　ことを特徴とする無線基地局の制御方法。
【請求項８】
　前記第一及び第二のセルグローバル識別子は、E-UTRAN Cell Global Identifier（ECGI
）である請求項７に記載の制御方法。
【請求項９】
　前記第一の通知の送信及び前記第二の通知の送信は、前記無線基地局及び前記他の無線
基地局との間のX2インタフェースを介して実行される請求項７又は８に記載の制御方法。
【請求項１０】
　無線基地局に処理を実行させるためのプログラムであって、
　第一のセルグローバル識別子にて示される第一のセルのオフを示す第一の通知を、他の
無線基地局から受信する処理と、
　第二のセルグローバル識別子にて示される第二のセルの情報を削除することを示す第二
の通知を、前記他の無線基地局から受信する処理と、
　前記第一のセルがオフになった場合であっても、前記第一のセルの情報を保持する処理
と、
　前記第二の通知を受信した場合に、前記第二のセルの情報を削除する処理と、
　を実行させるプログラム。
【請求項１１】
　無線基地局に処理を実行させるためのプログラムであって、
　第一のセルグローバル識別子にて示される第一のセルのオフを示す第一の通知を、他の
無線基地局へ送信する処理と、
　第二のセルグローバル識別子にて示される第二のセルの情報を削除することを示す第二
の通知を、前記他の無線基地局へ送信する処理と、を実行させ、
　前記第一のセルがオフになった場合であっても、前記第一のセルの情報は、前記他の無
線基地局によって保持され、
　前記第二の通知が受信された場合に、前記第二のセルの情報は前記他の無線基地局によ
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って削除される、プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願についての記載）
　本発明は、日本国特許出願：特願２００９－０６１４７０号（２００９年３月１３日出
願）の優先権主張に基づくものであり、同出願の全記載内容は引用をもって本書に組み込
み記載されているものとする。
【０００２】
　本発明は、複数の無線基地局と制御局を有し、特定無線基地局の状態制御に応じて、制
御局が当該特定無線基地局以外の無線基地局における設定の最適化を行う無線通信システ
ムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　近年、Ｇｒｅｅｎ　ＩＴ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）の観点か
ら、無線通信システムにおける省電力化の研究開発が盛んに行われている。
【０００４】
　特許文献１では、マイクロセルを用いた簡易型携帯電話システム（ＰＨＳ：Ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）を想定し、複数のサービスエリア内の
それぞれに配置された無線基地局と移動局との間で無線通信を行う移動通信システムにお
ける、無線基地局での送信電力制御方法が提案されている。当該無線基地局は、他の無線
基地局からの送信信号を受信し、それから得られる他の無線基地局での通信状況に係る情
報と、他の無線基地局からの受信電力との関係に基づいて自局での送信電力を制御するよ
うに構成されている。
【０００５】
　より具体的には、無線基地局は、
・周囲の無線基地局でのトラフィック状況と、
・周囲の無線基地局からの受信電力と
を監視する。
【０００６】
　無線基地局は、上記監視の結果、自局における受信電力（周囲の無線基地局からの受信
電力）が予め定められた所要閾値を越える他の無線基地局が、低トラフィック状態にあれ
ば、自局の送信電力を弱めるよう制御する。
【０００７】
　この無線基地局が自局の送信電力を弱めても、他の無線基地局からの受信電力が所要閾
値以上であれば、自局と通信している移動局は、他の無線基地局にハンドオーバできるの
で、呼切断が生じず、問題にはならない。
【０００８】
　従って、特許文献１の無線基地局の送信電力制御方法によれば、各無線基地局がそれぞ
れの周囲の状態に合わせて、自発的に送信の停止、開始を制御することができる。このた
め、特許文献１の無線基地局の送信電力制御方法によれば、トラフィック状況を考慮して
柔軟に対応しつつ、省電力化を達成することができる。
【０００９】
　一方、オペレーションコスト（ＯＰＥＸ）削減の観点等から、無線通信システム（例え
ば、セルラシステム）におけるネットワークの自己組織化技術（ＳＯＮ：Ｓｅｌｆ　Ｏｒ
ｇａｎｉｚｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）の研究開発が盛んに行われている。
【００１０】
　ＳＯＮには、
・自己構成（Ｓｅｌｆ－ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、
・自己最適化（Ｓｅｌｆ－ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）、
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・自己修復（Ｓｅｌｆ－ｈｅａｌｉｎｇ）
等の機能があり、それぞれ異なった目的を達成するための技術が検討されている（非特許
文献１、２）。
【００１１】
　非特許文献１では、ＳＯＮの技術の一つとして、
・スループット特性の最大化、
・遅延の最小化、
・ネットワーク容量の最大化、
・カバレッジの最大化、
等、それぞれの目的を達成するための無線パラメータ最適化（Ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒ　ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ）が挙げられている。
【００１２】
　無線パラメータの例としては、
・基地局の送信電力、
・基地局のアンテナチルト角、
・隣接セル情報、
・ハンドオーバパラメータ
等がある。
【００１３】
　上述のような目的を達成するように、これら無線パラメータの一つ又は複数を適宜変更
する。
【００１４】
　なお、特許文献２には、無線基地局（６ｆ）を新たに増設した場合、無線基地局（６ｆ
）は他の無線基地局からの止まり木チャネルを最も強く受信した周辺無線基地局（６ｅ）
に対して、自局（６ｆ）の状態を表す情報（使用周波数、位置情報等）を、他の無線基地
局が受信可能なチャネル（例えば、共通制御チャネル）で送信し、周辺無線基地局（６ｅ
）は、この情報を受信し、無線基地局（６ｆ）の状態を表す情報を取り出し、基地局制御
局（３ｅ）を介して、他の周辺無線基地局（６ａ～６ｄ）に対し、新設した無線基地局（
６ｆ）の情報を通知し、他の周辺無線基地局（６ａ～６ｄ）はそれぞれの局が保持してい
る周辺ゾーン情報（すなわち、移動局がチャネル切り替えをするために必要な周辺ゾーン
情報）のデータベースを自律的に更新し（周辺ゾーンテーブル更新処理：無線基地局６ｆ
追加）、更新した周辺ゾーン情報を下りの共通制御チャネルである報知チャネルを介して
各移動局に報知することで、移動局は無線基地局（６ｆ）の存在を認識し、無線基地局（
６ｆ）の無線ゾーンでの待ち受けや、無線基地局（６ｆ）へのチャネル切り替えが可能と
なるようにした構成が開示されている。特許文献２においては、ある基地局の新設・廃止
時（実行した後）に、当該基地局が周辺の基地局に対して、新設・廃止の通知を無線で行
うことで、周辺ゾーンテーブルに対して、追加、削除を行うものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】特開２００３－０３７５５５号公報
【特許文献２】特開平１１－２１５５５２号公報
【非特許文献】
【００１６】
【非特許文献１】NGMN technical documents: Use Cases related to Self Organising N
etwork.（インターネット＜URL＞ http://www.ngmn.org/uploads/media/NGMN_Use_Cases_
Self_Organising_Network_2_02.pdf）
【非特許文献２】3GPP TS36.300 v8.7.0 　22.3.2a （インターネット＜URL＞ http://ww
w.3gpp.org/ftp/Specs/html-info/36300.htm）
【非特許文献３】3GPP TS36.902 v1.0.1 　4.2 （インターネット＜URL＞ http://www.3g
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pp.org/ftp/Specs/html-info/36902.htm）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　以下本発明による関連技術の分析を与える。
【００１８】
　上述した関連技術による無線基地局における送信電力制御では、各無線基地局は、
・自局が測定した周辺環境に関する情報や、
・予め設定した閾値
に従って、独立に送信電力制御を行う。このため、関連技術においては、送信電力を変え
ること、特に、送信をオフにすることによる影響が、周辺無線基地局に波及する。
【００１９】
　例として、自己最適化の機能を有するセルラシステムにおいて、ある無線基地局が自律
的に送信電力制御を行い、送信をオフにする場合を想定する（以下は本発明者による検討
結果）。
【００２０】
　ある時刻で、無線基地局（＝無線基地局Ａ）が、自律的に送信をオフにした場合でも、
無線基地局Ａのセルに隣接していたセルを管理する別の無線基地局（＝無線基地局Ｂ群）
には、無線基地局Ａが送信をオフにしたという事実は通知されない。
【００２１】
　このため、無線基地局Ｂ群は、無線基地局Ａの送信信号を受信（検出）できなくなった
とき、初めて、自局の無線パラメータの再設定が必要であることを自ら検知し、自局の無
線パラメータの最適化を行う。
【００２２】
　さらに、無線基地局Ｂ群のセルに隣接するセルを管理するさらに別の無線基地局（＝無
線基地局Ｃ群）も同様に、無線基地局Ｂ群の無線パラメータの再設定による影響を受け、
自局の無線パラメータの最適化を行う。
【００２３】
　このように、無線基地局Ａの自局だけの判断に基づく送信電力制御（送信オフ）による
影響は、その周辺の無線基地局Ｂ群、さらに周辺の無線基地局Ｃ群、という具合に次々と
波及していく。
【００２４】
　加えて、一旦、最適化のために無線パラメータの変更を行った無線基地局Ｂ群も、無線
基地局Ｃ群の最適化のための無線パラメータの変更の影響を受けて、再び自局の無線パラ
メータの変更が必要になる場合が生じる。そして、このような無線パラメータの再変更は
、隣接する無線基地局間で逐次的に行われることが予想される。
【００２５】
　この場合、システム全体としての無線パラメータの最適化はなかなか収束しないことに
なる（最適化に時間を要する）。このため、無線基地局Ａの送信オフの時点から、周辺無
線基地局における無線パラメータの最適化が完了するまでに生じる遅延が問題になる。す
なわち、無線基地局Ａが自律的に送信オフとした場合において周辺無線基地局群における
無線パラメータの適切な値への再設定の効率化が求められる（本願発明者による知見）。
【００２６】
　また、無線基地局Ａの送信オフの時点から、周辺無線基地局における無線パラメータの
最適化が完了するまでの期間は、周辺無線基地局において無線パラメータが不適切な値に
設定されたままの期間を含むことになる。その結果、様々な問題が起こることが想定され
る。例えば、
・送信電力とアンテナチルト角が不適切な場合には、隣接セル間の干渉が増大し、
・隣接セル情報が不適切な場合には、無線端末（移動局）における不必要な測定（Ｍｅａ
ｓｕｒｅｍｅｎｔ）につながる（本願発明者による知見）。
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【００２７】
　なお、無線基地局が送信オフ状態から送信オンにする場合にも、同様の問題が起こるこ
とが想定される。無線基地局が状態制御を実行する場合、周辺無線基地局における無線パ
ラメータを効率的に自己最適化可能とするシステムの実現が要請される（本願発明者によ
る知見）。
【００２８】
　したがって、本発明の目的は、無線基地局が状態制御を実行する場合でも、周辺無線基
地局における無線パラメータを効率的に適切な値に設定可能とする無線通信システム、無
線通信方法、無線基地局、制御局を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００２９】
　上記課題を解決するための手段として、本発明によれば、以下の無線通信システム、無
線通信方法、無線基地局、制御局、プログラム（あるいは該プログラムを記憶したコンピ
ュータ読み出し可能な記録媒体）が提供される。
【００３０】
　本発明によれば、無線基地局と制御局を有する無線通信システムが提供される。この無
線通信システムでは、第一の無線基地局において前記第一の無線基地局の状態制御を行う
トリガーが発生した場合に、前記第一の無線基地局は、前記状態制御開始前、開始時、又
は、前記状態制御の実行段階で、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を、前記
制御局又は他の無線基地局の少なくともどちらか一方へ通知する。前記制御局は、前記第
一の無線基地局に関する状態制御情報と、前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い更
新されるべき無線パラメータに関する管理情報とのうちの、一方又は両方を、少なくとも
、前記第一の無線基地局のセルに隣接するセルを管理する第二の無線基地局に、送信する
。
【００３１】
　本発明によれば、無線基地局と制御局を有する無線通信システムにおける無線基地局と
制御局の動作を規定する無線通信方法が提供される。この無線通信方法は、第一の無線基
地局において前記第一の無線基地局の状態制御を行うトリガー発生時、前記第一の無線基
地局は、前記状態制御開始前、開始時、又は、前記状態制御の実行段階で、前記状態制御
に関する情報である状態制御情報を、前記第一の無線基地局が接続し無線基地局を管理す
る制御局又は他の無線基地局の少なくともどちらか一方へ通知する。前記制御局は、前記
第一の無線基地局に関する状態制御情報と、前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い
更新されるべき無線パラメータに関する管理情報とのうちの、一方又は両方を、少なくと
も、前記第一の無線基地局のセルに隣接するセルを管理する第二の無線基地局に、送信す
る。
【００３２】
　本発明によれば、無線基地局の状態制御を行うトリガーが発生した場合、前記状態制御
開始前、開始時、又は、前記状態制御の実行段階で、前記状態制御に関する情報である状
態制御情報を、前記無線基地局を管理する制御局又は他の無線基地局の少なくともどちら
か一方へ通知する手段を備えた、無線基地局が提供される。
【００３３】
　本発明によれば、第一の無線基地局から状態制御に関する情報である状態制御情報の通
知を受け、前記第一の無線基地局に関する状態制御情報と、前記第一の無線基地局の前記
状態制御に伴い更新されるべき無線パラメータに関する管理情報とのうちの、一方又は両
方を、少なくとも前記第一の無線基地局のセルに隣接する第二の無線基地局に、送信する
、制御局が提供される。
【００３４】
　本発明によれば、本発明の上記無線基地局の処理を、上記無線基地局を構成するコンピ
ュータに実行させるプログラム（あるいは該プログラムを記憶したコンピュータ読み出し
可能な記録媒体）が提供される。本発明によれば、本発明の上記制御局の処理を、上記制
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御局を構成するコンピュータに実行させるプログラム（あるいは該プログラムを記憶した
コンピュータ読み出し可能な記録媒体）が提供される。
【発明の効果】
【００３５】
　本発明によれば、無線基地局が状態制御を実行する場合でも、周辺無線基地局における
無線パラメータを効率的に適切な値に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態の無線通信システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態の無線通信システムの別のセル構成を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態の無線基地局の送信オフの例を示す図である。
【図４】本発明の一実施形態の無線基地局の送信オフの別の例を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施形態における無線基地局が送信オフにする場合の制御手順を
示す図である。
【図６】本発明の第１の実施例における無線基地局が送信オフにする場合の制御手順の別
の例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施例における隣接セルリストの図である。
【図８】本発明の第１の実施例における隣接セルリストの別の図である。
【図９】本発明の第１の実施例における無線基地局が送信オンにする場合の制御手順を示
す図である。
【図１０】本発明の第１の実施例における無線基地局が送信オンにする場合の制御手順の
別の例を示す図である。
【図１１】本発明の第１の実施例における隣接セルリストの図である。
【図１２】本発明の第１の実施例における隣接セルリストの別の図である。
【図１３】本発明の第１の実施例におけるＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）の構成を示す図である。
【図１４】本発明の第１の実施例における無線基地局ｅＮＢの構成を示す図である。
【図１５】本発明の第１の実施例の変形例における無線基地局が送信オフにする場合の制
御手順を示す図である。
【図１６】本発明の第１の実施例の変形例における無線基地局が送信オフにする場合の制
御手順の別の例を示す図である。
【図１７】本発明の第２の実施例における無線基地局が送信オフにする場合の制御手順を
示す図である。
【図１８】本発明の第２の実施例における無線基地局が送信オフにする場合の制御手順の
別の例を示す図である。
【図１９】本発明の第２の実施例における隣接セルリストの図である。
【図２０】本発明の第２の実施例における隣接セルリストの別の図である。
【図２１】本発明による無線通信システム２の構成を示す図である。
【図２２】本発明の第３の実施例における主無線基地局の構成を示すブロック図である。
【図２３】本発明の第３の実施例における無線基地局が送信オフにする場合の制御手順を
示す図である。
【図２４】本発明の第３の実施例における無線基地局が送信オンにする場合の制御手順を
示す図である。
【図２５】本発明による第１および第２の実施例におけるＯ＆Ｍの処理手順の例を示す流
れ図である。
【図２６】本発明による第１および第２の実施例におけるｅＮＢ３の処理手順の例を示す
流れ図である。
【図２７】本発明による第１および第２の実施例におけるｅＮＢ３の処理手順の例を示す
流れ図である。
【図２８】本発明の実施例においてパワーダウンを段階的に制御する例を説明する図であ
る。
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【図２９】本発明の実施例においてアンテナチルト角を段階的に制御する例を説明する図
である。
【図３０】ＡＮＲとその環境を示す図である（非特許文献２のＦｉｇｕｒｅ２２．３.２
ａ－１）。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　本発明の好適な形態の一つによれば、第一の無線基地局において前記第一の無線基地局
の状態制御を行うトリガー発生時、前記第一の無線基地局は、前記状態制御開始前、開始
時、又は、前記状態制御の実行段階で、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を
、前記第一の無線基地局が接続し無線基地局を管理する制御局又は他の無線基地局の少な
くともどちらか一方へ通知する。前記制御局は、前記第一の無線基地局に関する状態制御
情報と、前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い更新されるべき無線パラメータに関
する管理情報とのうちの、一方又は両方を、少なくとも、前記第一の無線基地局のセルに
隣接するセルを管理する第二の無線基地局に、送信する。本発明によれば、自セル周辺の
他の無線基地局が状態制御を行った場合でも、効率的に、適切な値に、自局の無線パラメ
ータを設定することができる（すなわち、自己最適化を実現可能としている）。本発明の
一実施形態の無線通信システム（移動体通信システム）について説明する。この無線通信
システムは、「３ＧＰＰ　ＬＴＥ（３ＧＰＰ　Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ
）」の仕様に準拠する好適な構成を有するが、これに限定されるものではない。
【００３８】
＜第１の無線通信システムの概略構成＞
　図１は、本発明の一実施形態の無線通信システムの概略構成の一例を示す図である。こ
の無線通信システムは、無線基地局２０（ｅＮＢ：　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂある
いはＥ－ＵＴＲＡＮ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：　Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡＮ）
）ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、ｅＮＢ３と、無線基地局２０を管理する制御局であるＯ＆Ｍ１０
（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　＆　Ｍａｉｎｔｅｎａｎｃｅ　ｓｅｒｖｅｒ：オペレーションお
よびメンテナンス・サーバ）、ＯＭＣ（Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｍａｉｎｔｅｎａ
ｎｃｅ　Ｃｅｎｔｒｅ：オペレーションおよびメンテナンス・センタ）ともいう）と、無
線端末３０（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）ＵＥ１、ＵＥ２とを含む。ここで、
無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、ｅＮＢ３は、それぞれ、セル１（ｃｅｌｌ　１）、セル
２（ｃｅｌｌ　２）、セル３（ｃｅｌｌ　３）を管理しているものとする。また、図１に
示す例では、ＵＥ１はセル１、ＵＥ２はセル２にいるものとする。なお、説明のため、Ｕ
Ｅ１はセル１、セル２にいるものとしているが、ＵＥの配置に限定されるものではないこ
とは勿論である。
【００３９】
　なお、図２に示すように、無線基地局　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、ｅＮＢ３がそれぞれ、ｃ
ｅｌｌ１－１～１－３、ｃｅｌｌ２－１～２－３、ｃｅｌｌ３－１～３－３のようにセク
タ化された複数のセル（セクタ）を管理する構成であっても、発明の一般性は失われず、
適用可能である。ここでは、単に説明の簡単化のため図１の構成を前提に説明を行う。
【００４０】
＜第１の実施例＞
　以下では、図１の無線基地局ｅＮＢ３が状態制御の例としてスリープ（ｓｌｅｅｐ）お
よびウェイクアップ（ｗａｋｅｕｐ）を行う場合を想定し、無線基地局ｅＮＢ３の管理す
るセル（ｃｅｌｌ　３）における送信をオフ（Ｔｘ－ｏｆｆ）および送信をオン（Ｔｘ－
ｏｎ）にすることで，スリープおよびウェイクアップを実行する場合の例として説明する
。なお、送信をオフにするという場合、図３に示すように、
（ａ）ある無線基地局が管理するある特定の周波数（セル）の送信をオフにするケースと
、
（ｂ）ある無線基地局が管理する全周波数（セル）の送信をオフにするケース、
の２通りが考えられる。ここでは、例として（ｂ）のケースを前提として説明を行う。な
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お、（ａ）のケースに対しても適用可能であることは勿論である。
【００４１】
　本発明の第１の実施例においては、図１のような場合の他に、図４に示すように、大き
さの異なるセル（例えば、マクロセルとマイクロセル）が重なり合っている場合に、小さ
い方のセル（Ｃｅｌｌｓ１、ｓ２、ｓ３、ｓ４）の送信をオフ（Ｔｘ－ｏｆｆ）にする場
合等にも適用可能である。小さい方のセルの送信をオン（Ｔｘ－ｏｎ）にする場合も同様
である。
【００４２】
　図５乃至図１４は、本発明の第１の実施例を説明するための図である。図１、図５乃至
図１４を参照して、本実施例をさらに説明する。
【００４３】
　本実施例においては、無線基地局ｅＮＢ３が管理するセル（図１のｃｅｌｌ　３）の送
信をオフ（Ｔｘ－ｏｆｆ）あるいはオン（Ｔｘ－ｏｎ）にする場合、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）が
、無線基地局ｅＮＢ３が管理するセルの周辺の無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に対して、
例えばｅＮＢ１、ｅＮＢ２各自で保持する隣接セルリストから、当該セル（ｃｅｌｌ　３
）を削除、あるいは、隣接セルリストに当該セル（ｃｅｌｌ　３）を追加するように指示
する例である。
【００４４】
　図５は、無線基地局ｅＮＢ３が送信をオフ（Ｔｘ－ｏｆｆ）にする場合の隣接セルリス
トの制御手順を示す図である。図５のシーケンス図において、縦方向の線は、時間を表し
、ｅＮＢ１（２）、ｅＮＢ３、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）のそれぞれについて、ボックスが処理を
表し、横線の矢線は、送信元（ソース）から送信先（デスティネーション）へ送信される
（矢印側がデスティネーション）情報（メッセージ）を表している。他のシーケンス図も
同様である。
【００４５】
　ｅＮＢ３は、
・自セル（ｃｅｌｌ　３）内に通信中の端末が所定の閾値以上いないこと、あるいは、
・アクティブ状態の端末が所定の閾値以上いないこと、および／又は、
・周辺無線基地局の信号の受信強度が強く、自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにし
ても周辺無線基地局で自セル（ｃｅｌｌ　３）の範囲をカバーできると判断できること、
　などから、送信をオフにしてよい状況であることを検出する（図５の「Ｔｒｉｇｇｅｒ
　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフのトリガー）参照）。
【００４６】
　そこで、自セル（ｃｅｌｌ　３）の送信をオフにすることを、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に要求
する（図５の“Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｆｆ”（送信オフ要求）参照）。ここ
で、送信をオフにする要求（Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｆｆ）が状態制御情報に
相当する。　
【００４７】
　なお、送信をオフにしてよい状況であることを検出するトリガーは、上記以外のもので
あっても良い。例えば、無線基地局が自局への接続を許可された端末又は端末群（ＣＳＧ
：Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｇｒｏｕｐ）が自セル内あるいは自セル付近の
周辺セルに存在するか否かにしたがって、送信をオフにできないかオフにしてもよいかを
判定することもできる。さらに、所定の時刻になった場合に、該トリガーがかかるように
してもよい。
【００４８】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにするため、
隣接セルリストからｃｅｌｌ　３を削除することを、管理情報として隣接する無線基地局
ｅＮＢ１、ｅＮＢ２へ通知する（図５の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｍｏｖａｌ
　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セル
リストからｃｅｌｌ　３の削除指示）参照）。
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【００４９】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、それぞれの保有する隣接セルリストから、ｃｅｌｌ　３を削除
する更新を行い（図５の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（
隣接セルリスト更新）参照）、隣接セルリスト更新完了を、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に通知する
（図５の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｒｅｍｏｖａｌ　ｆｒｏｍ　ｎｅ
ｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストからｃｅｌｌ３削除完了）参照
）。
【００５０】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３に、ｃｅｌｌ　３での送信をオフにする許可を通知し（
図５の「Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフ活性化）参照）、ｅＮ
Ｂ３は、自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにする（図５の「Ｔｘ－ｏｆｆ」参照）
。
【００５１】
　ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにするとき、ｅＮＢ３に、瞬時的に
送信をオフにさせるようにしてもよいし、段階的に送信電力やアンテナチルト角を下げて
いくようにしてもよい。送信電力やアンテナチルト角を段階的に下げる場合の例を図２８
と図２９に示す。
【００５２】
　図２８には、インデックス（Ｉｎｄｅｘ）と、該インデックスに対応する、送信電力の
低下ステップサイズ（Ｓｔｅｐ　ｓｉｚｅ　ｏｆ　Ｔｘ　ｐｏｗｅｒ　ｄｏｗｎ）と、そ
の周期（Ｐｅｒｉｏｄ）との関係が示されている。図２８において、送信パワーダウンの
ステップサイズのｘ１、ｘ２、ｘ３、・・・ｘＮ、周期のＴ１、Ｔ２、Ｔ３は、所望の値
がセットされる。図２８の関係（情報）をテーブルとして、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）と各無線基
地局に保持しておくことで、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、送信電力を下げる無線基地局に対して
該当するインデックスを通知するだけで、当該無線基地局は、どのように送信電力を下げ
ていけばよいかが分かる。図２８の例では、インデックス１の場合、周期Ｔ１について、
すなわち、時間Ｔ１あたり、送信電力を固定値ｘ１分低下させる。インデックス３の場合
、長さの異なる周期Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３の順番で、時間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３・・・あたり、そ
れぞれ送信電力を固定値ｘ１分低下させる。インデックスｊの場合、最初の周期Ｔ１で送
信電力をｘ１分低下、次に周期Ｔ２で送信電力をｘ２分低下、という具合に、周期の長さ
と、低下ステップサイズの双方を可変させている。
【００５３】
　アンテナチルト角についても同様である。図２９に示す例では、インデックス（Ｉｎｄ
ｅｘ）と、アンテナチルト角の低下ステップサイズ（Ｓｔｅｐ　ｓｉｚｅ　ｏｆ　ｔｉｌ
ｔ　ａｎｇｌｅ　ｄｏｗｎ）とその周期（Ｐｅｒｉｏｄ）との関係が示されている。図２
９において、アンテナチルト角の低下ステップサイズのＡ１、Ａ２、Ａ３、・・・ＡＮ、
周期のＴ１、Ｔ２、Ｔ３は、所望の値がセットされる。インデックス１の場合、周期Ｔ１
について、すなわち、時間Ｔ１あたり、アンテナチルト角を固定値Ａ１分低下させる。イ
ンデックス３の場合、長さの異なる周期Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３の順番で、時間Ｔ１、Ｔ２、Ｔ
３・・・あたり、それぞれアンテナチルト角を固定値Ａ１分低下させる。インデックスｊ
の場合、最初の周期Ｔ１で送信電力をＡ１分低下、次に周期Ｔ２で送信電力をＡ２分低下
、という具合に、周期の長さと、低下ステップサイズの双方を可変させている。
【００５４】
　このように、送信電力やアンテナチルト角を瞬時的に下げるのではなく、段階的に下げ
ることによって、送信をオフにする基地局配下の端末において、伝搬特性が急激に変化し
て通信品質が急激に劣化したり、呼切断になったりすることを回避することができる。な
お、送信電力やアンテナチルト角を上げる場合も下げる場合と同様にして実現することが
できる。
【００５５】
　そして、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、隣接セルリストの更新後、当該更新に際して自セル内
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の端末に通知が必要な情報を、自セル内の端末へ報知あるいは個別に通知する。
【００５６】
　この端末に通知する情報としては、例えば、
・更新した隣接セルリスト（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｌｉｓｔ：ＮＣＬともいう
）、
・隣接セルリストの更新情報、
・送信電力の最大値、
・ハンドオーバパラメータ、
・セル再選択パラメータ、あるいは
・その他の無線パラメータ
等が挙げられる。
【００５７】
　端末は、無線基地局から報知あるいは個別通知された情報に従い、無線パラメータを更
新する。
【００５８】
　ここで、無線基地局が端末に送信電力の最大値を送信する意図は、ある無線基地局が送
信をオフにする場合に、周辺の無線基地局に最大送信電力の増加を許可し、各カバーエリ
アを増大することが考えられる。
【００５９】
　また、ハンドオーバパラメータとしては、例えば、
・メジャメント報告閾値（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ　ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ
）、
・サービングセルのセル個別オフセット（ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｏｆｆｓｅｔ　
ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）、
・サービング周波数の周波数個別オフセット（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　
ｏｆｆｓｅｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）、
・周辺セルのセル個別オフセット（ｃｅｌｌ　Ｉｎｄｉｖｉｄｕａｌ　Ｏｆｆｓｅｔ）、
・端末がＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを実行するかどうかを判定するサービングセル品質閾値
（ｓ－Ｍｅａｓｕｒｅ）、
・測定報告（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）のトリガーがかかる品質（ｔｒｉ
ｇｇｅｒ　Ｑｕａｎｔｉｔｙ）、
・測定報告（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｐｏｒｔ）を行うどうかの判定に用いるヒス
テリシス（ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ）
等を用いてもよい。
【００６０】
　なお、これらは、端末での測定（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）に関連するパラメータでも
あることから、測定（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）パラメータとも言うことができる。
【００６１】
　さらに、セル再選択パラメータとしては、例えば、
・サービングセルと周辺セルの品質オフセット（ｑ－Ｏｆｆｓｅｔ　Ｃｅｌｌ）、
・サービング周波数と他周波数の品質オフセット（ｑ－Ｏｆｆｓｅｔ　Ｆｒｅｑ）、
・セル再選択優先度（Ｃｅｌｌ　Ｒｅｓｅｌｅｃｔｉｏｎ　Ｐｒｉｏｒｉｔｙ）
等を用いてもよい。
【００６２】
　ハンドオーバパラメータ、セル再選択パラメータを調整することで、送信をオフにする
セルから周辺のセルへ端末を移動させたり、端末が自ら周辺セルを再選択し易くする効果
がある。
【００６３】
　本実施例によれば、このような手順を踏むことで、ある無線基地局が送信をオフにする
場合でも、周辺無線基地局における隣接セルリストの更新を遅延なく適切に行うことがで
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きる。
【００６４】
　前述した図５に示したシーケンス例においては、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、隣接セルリスト
の更新（ｃｅｌｌ　３の削除）を、周辺の基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に通知していたが（
図５の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｍｏｖａｌ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｆｒｏｍ　
ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」参照）、本実施例においては、図６のように
、管理情報として、隣接セルリストの更新と共に、その他の無線パラメータの更新も通知
する（図６の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｍｏｖａｌ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｆｒ
ｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｏｔｈｅｒ
　ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」（隣接セルリストから
のｃｅｌｌ３削除と更新された他の無線パラメータの指示）参照）ようにしてもよい。
【００６５】
　このとき、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に、隣接セルリストの更新を通知
した後（図６の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｒｅｍｏｖａｌ　ｆｒｏｍ
　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストからのｃｅｌｌ３削除完
了）参照）、当該無線パラメータを更新する（図６の「Ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ　ｕｐｄａｔｅ」参照）。
【００６６】
　そして、必要に応じて、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、端末に無線パラメータの更新を通知す
る。
【００６７】
　ここで、
　隣接セルリスト以外の無線パラメータとしては、
・送信電力（最大値又は増減する相対値）、
・アンテナチルト角、
・ハンドオーバパラメータ、
・セル再選択パラメータ、
等が挙げられる。
【００６８】
　なお、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は隣接セルリスト以外のその他の無線パラメータの更新を、
図６のように、隣接セルリストの更新（図６の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓ
ｔ　ｕｐｄａｔｅ」参照）の後に行ってもよいし、同時、あるいは前に行っても良い。さ
らに、Ｏ＆ＭがｅＮＢ３に送信をオフにする許可を出すと同時あるいは直前又は直後に、
ｅＮＢ１、２に対してその他の無線パラメータの更新をするよう指示を出し、ｅＮＢ１、
２はそれに従い当該無線パラメータを更新するようにしてもよい。
【００６９】
　また、無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、送信電力やアンテナチルト角の更新（図６の
「Ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｕｐｄａｔｅ」参照）を瞬時的に行ってもよいし
、段階的に行ってもよい。
【００７０】
　ここで、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）がｅＮＢ３に、Ｔｘ－ｏｆｆの要求を受けた直後、あるいは
Ｔｘ－ｏｆｆのＡｃｔｉｖａｔｉｏｎと同時に、無線パラメータの更新を通知してもよい
。このときの無線パラメータとしては、上述の無線パラメータ等が考えられる。
【００７１】
　図７、図８は、隣接セルリスト（ＮＣＬ：Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｌｉｓｔ）
の更新を説明するための図である。
【００７２】
　図７は、図１、図５、図６を参照して説明したｅＮＢ１、ｅＮＢ２それぞれが保有する
隣接セルリスト（ＮＣＬ）の例を示す図である。隣接セルリストは、インデックス（ｉｎ
ｄｅｘ）と、該インデックスに関連付けされた、対象となるセルの識別子（Ｔａｒｇｅｔ
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　Ｃｅｌｌ　ＩＤ：　ＴＣＩ）を含む。
【００７３】
　図７（Ａ）、図７（Ｃ）に示すものが、ｅＮＢ３がｃｅｌｌ　３での送信をオフにする
ため隣接セルリストから削除することを、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）から通知される前のｅＮＢ１
、ｅＮＢ２における隣接セルリストである。
【００７４】
　図７（Ａ）に示すように、ｅＮＢ１では、隣接セルとして。ＴＣＩ＃２、ＴＣＩ＃３、
ＴＣＩ＃４、ＴＣＩ＃８（ただし、図７（Ａ）には、ＴＣＩ＃８は図示されない）を認識
している。ＴＣＩは、通常ターゲットセルのグローバルセルアイデンティティー（Ｇｌｏ
ｂａｌ　Ｃｅｌｌ　ＩＤ）や物理セルアイデンティティー（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｅｌｌ
　ＩＤ）を用いるが、ここでは簡単のため、ＴＣＩ＃ｘはｃｅｌｌ　ｘを指すものとする
。
【００７５】
　同様に、図７（Ｃ）に示すように、ｅＮＢ２では、隣接セルとして、ＴＣＩ＃１、ＴＣ
Ｉ＃３、ＴＣＩ＃８、ＴＣＩ＃９（ただし、図７（Ｃ）には、ＴＣＩ＃９は図示されない
）を認識している。
【００７６】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）からｃｅｌｌ　３を削除することを通知され
た場合、図７（Ｂ）、図７（Ｄ）に示すように、それぞれの隣接セルリストからｃｅｌｌ
　３に相当するＴＣＩ＃３を削除する。なお、このときＴＣＩ＃３を削除し、以降のＴＣ
Ｉ＃を左詰めしてもよいし、当該箇所（ＴＣＩ＃３）だったところを空欄にしてもよい。
【００７７】
　図８は、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２それぞれが保有する隣接セルリストの別の例を示す図であ
る。
【００７８】
　各ｅＮＢにおいて、端末がアクセス可能なホワイト隣接セルリスト（Ｗｈｉｔｅ　Ｎｅ
ｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｌｉｓｔ）と、端末がアクセス不可能なブラック隣接セルリ
スト（Ｂｌａｃｋ　Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｌｉｓｔ）とが別々に用意され、そ
れぞれ、インデックスと、該インデックスに関連付けされた対象となるセルの識別子（Ｔ
ＣＩ）とを含むものとする。図８（Ａ）、図８（Ｃ）に示すものが、ｅＮＢ３がｃｅｌｌ
　３での送信をオフにするため隣接セルリストから削除することをＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）から
通知される前のｅＮＢ１、ｅＮＢ２における隣接セルリストである。
【００７９】
　図８（Ａ）に示すように、ｅＮＢ１では、ホワイト隣接セルリストの隣接セルとしてＴ
ＣＩ＃２、ＴＣＩ＃３、ＴＣＩ＃４、ＴＣＩ＃８（ただし、図８（Ａ）にはＴＣＩ＃８は
図示されない）を、ブラック隣接セルリストの隣接セルとしてＴＣＩ＃５、ＴＣＩ＃６を
認識している。
【００８０】
　同様に、図８（Ｃ）に示すように、ｅＮＢ２では、ホワイト隣接セルリストの隣接セル
としてＴＣＩ＃１、ＴＣＩ＃３、ＴＣＩ＃８、ＴＣＩ＃９（ただし、図８（Ｃ）にはＴＣ
Ｉ＃９は図示されない）を、ブラック隣接セルリストの隣接セルとしてＴＣＩ＃７を認識
している。
【００８１】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２において、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）からｃｅｌｌ　３を削除することを通
知された場合、図８（Ｂ）、図８（Ｄ）に示すように、それぞれのホワイト隣接セルリス
トからＴＣＩ＃３を削除し、それぞれのブラック隣接セルリストにＴＣＩ＃３を追加する
。
【００８２】
　なお、このとき、ＴＣＩ＃３をブラック隣接セルリストの最後に追加する、セルの番号
順（昇順または降順）に追加する、端末から通知された品質順（昇順または降順）に追加
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する等、いずれかで追加する方法でもよいし、これら以外の方法で追加する方法でもよい
。
【００８３】
　図９は、無線基地局ｅＮＢ３が送信をオンにする場合の隣接セルリストの制御手順を示
す図である。図９に示した送信オン時のシーケンスは、基本的に、図５の送信をオフにす
るときの反対の手順を行う。
【００８４】
　ｅＮＢ３は、自身がサービスを提供できる範囲（例えば図１のｃｅｌｌ　３）内に、他
無線基地局と通信中の端末が存在し、当該端末の送信信号の受信強度が強く、および／ま
たは、周辺無線基地局の負荷が高く、自身が送信をオン、つまり、ｃｅｌｌ　３をアクテ
ィブにすることが、必要であるか、又は、効率が良い、ことを検出する（図９の「Ｔｒｉ
ｇｇｅｒ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｎ」（送信オンのトリガー）参照）。
【００８５】
　ここで、送信をオフにしていた（Ｓｌｅｅｐしていた）無線基地局が送信をオンにする
（Ｗａｋｅ　ｕｐする）トリガーとしては、さらに、
・所定数以上の自局に接続することが許可された端末群（ＣＳＧ）に属する端末が、自局
付近にいる、あるいは周辺の無線基地局に接続している場合、
・所定の時刻になった場合、
等であってもよい。
【００８６】
　そこで、ｅＮＢ３は、自セル（ｃｅｌｌ　３）の送信をオンにすることを、Ｏ＆Ｍ（Ｏ
ＭＣ）に要求する（図９の「Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｎ」（送信オン要求）参
照）。この要求が、状態制御情報に相当する。
【００８７】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオンにするため、
隣接セルリストにｃｅｌｌ　３を追加することを、管理情報として隣接無線基地局ｅＮＢ
１、ｅＮＢ２へ通知する（図９の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｏ
ｆ　ｃｅｌｌ３　ｔｏ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストへ
のｃｅｌｌ　３の追加指示）参照）。
【００８８】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、それぞれ保有する隣接セルリストにｃｅｌｌ　３を追加し（図
９の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（隣接セルリスト更新
）参照）、隣接セルリストの更新完了をＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）に通知する（図９の「Ｃｏｍｐ
ｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｔｏ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅ
ｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストへのｃｅｌｌ　３の追加完了）参照）。
【００８９】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３にｃｅｌｌ　３での送信をオンにする許可を通知し（図
９の「Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｎ」参照）、ｅＮＢ３は自セル（ｃｅｌｌ
　３）での送信をオンにする（図９の「Ｔｘ－ｏｎ」参照）。
【００９０】
　その後、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、隣接セルリストの更新後、当該更新に際して自セル内
の端末に通知が必要な情報を、自セル内の端末へ報知あるいは個別通知する。ここで、端
末に通知する情報としては、例えば無線パラメータの更新情報が用いられる。
【００９１】
　このような手順を踏むことで、
・周辺無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２が隣接する無線基地局ｅＮＢ３のｃｅｌｌ　３での
送信をオンすることを知らずに、無線パラメータの設定をそのままにしておき、干渉が増
大すること、
・周辺無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２のセル内の端末が、ｅＮＢ３を検出した場合のレポ
ーティング（隣接セル検出レポート）すること、
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等を回避することができる。
【００９２】
　一方、図９において、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、隣接セルリストの更新（ｃｅｌｌ　３の追
加）を周辺の基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に通知していたが、本実施例においては、図１０
のように、隣接セルリストの更新と共に、その他の無線パラメータの更新も通知するよう
にしてもよい（図１０の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅ
ｌｌ３　ｔｏ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｏ
ｔｈｅｒ　ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」（隣接セルリ
ストへのｃｅｌｌ　３の追加と更新された他の無線パラメータの指示）参照）。
【００９３】
　このとき、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に隣接セルリストの更新を通知し
た後（図１０の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｔｏ　
ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストへのｃｅｌｌ　３の追加完
了）参照）、当該無線パラメータを更新する（図１０の「Ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅ
ｒｓ　ｕｐｄａｔｅ」（無線パラメータ更新）参照）。
【００９４】
　そして、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、必要に応じて、自局のセル内の端末に、無線パラメー
タの更新を通知する。なお、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、隣接セルリスト以外のその他の無線
パラメータの更新を、図１０のように、隣接セルリストの更新の後に行ってもよいし、同
時、あるいは前に行ってもよい。さらに、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）がｅＮＢ３に送信をオンにす
る許可を出すと同時、あるいは直前、又は、直後に、ｅＮＢ１，ｅＮＢ２に無線パラメー
タの更新の指示を出し、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２はそれに従い無線パラメータを更新するよう
にしてもよい。
【００９５】
　図１１、図１２は、隣接セルリストの更新を説明するための図である。図１１（Ａ）、
（Ｃ）は、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２それぞれが保有する隣接セルリストの例を示す図であり、
図７と同様に、インデックスと、インデックスに関連付けされた対象となるセルの識別子
（ＴＣＩ）からなる。
【００９６】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、図１１（Ａ）、図１１（Ｃ）の隣接セルリストの状態において
、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）からｅＮＢ３がｃｅｌｌ　３の送信をオンにすることを通知された場
合、図１１（Ｂ）、図１１（Ｄ）に示すように、ＴＣＩ＃３を隣接セルリストに追加する
。
【００９７】
　一方、図１２は、図８と同様に、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２それぞれが、端末がアクセス可能
なホワイト隣接セルリスト（Ｗｈｉｔｅ　Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｌｉｓｔ）と
端末がアクセス不可能なブラック隣接セルリスト（Ｂｌａｃｋ　Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃ
ｅｌｌ　Ｌｉｓｔ）を保有する場合の例である。
【００９８】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、図１２（Ａ）、図１２（Ｃ）のホワイト隣接セルリスト、ブラ
ック隣接セルリストの状態において、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）からｅＮＢ３がｃｅｌｌ　３の送
信をオンにすることを通知された場合、図１２（Ｂ）、図１２（Ｄ）に示すように、ＴＣ
Ｉ＃３をホワイト隣接セルリストに追加すると同時に、ブラック隣接セルリストから削除
する。なお、既に上述のように、隣接セルリストに追加する箇所は、必ずしも図１１、図
１２の方法でなくてもよい。
【００９９】
　図１３は、本発明の第１の実施例におけるＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）の構成を示すブロック図で
ある。図１４は、本発明の第１の実施例における無線基地局ｅＮＢの構成を示すブロック
図である。
【０１００】
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　図１３において、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０は、信号処理部１０１、通信制御部１０２、配
下の基地局を管理する基地局管理部１０３、無線基地局ｅＮＢ２０とのインタフェース部
１０４を備えている。
【０１０１】
　図１４において、無線基地局ｅＮＢ２０は、アンテナ２０６に接続された受信器２０１
及び送信器２０２、信号処理部２０３、通信制御部２０４、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０とのイ
ンタフェース部２０５を備えている。なお、上述の第１の実施例で示した無線基地局（ｅ
ＮＢ３）が送信をオフあるいはオンする方法はあくまで一例であり、本発明を適用する上
でこれらの方法である必要はなく、他の基準又はトリガーを用いた方法でもよい。
【０１０２】
　図２５は、図５、図６のシーケンスにおけるＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）の処理を一般化した流れ
図である。図１３、図５、及び図２５を参照して、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）の処理手順を説明す
る。
【０１０３】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０の通信制御部１０２は、インタフェース部１０４、信号処理部１
０１を介して、ｅＮＢｘ（例えばｘ＝３のｅＮＢ３）から送信オフ（ＴＸ－ｏｆｆ）の要
求を受信すると（ステップＳ１１）、送信オフ（ＴＸ－ｏｆｆ）の要求を基地局管理部１
０３に通知する。
【０１０４】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０の基地局管理部１０３は、該要求（送信オフの要求）を受理する
か判断する（ステップＳ１２）。
【０１０５】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０の基地局管理部１０３において、ｅＮＢ３からの送信オフの要求
を受理しない場合（ステップＳ１２のＮｏ分岐）、拒否応答（ｒｅｊｅｃｔｉｏｎ）を、
通信制御部１０２、信号処理部１０１、インタフェース部１０４を介して、ｅＮＢ３に送
る（ステップＳ１４）。
【０１０６】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）の基地局管理部１０３において、ｅＮＢ３からの送信オフの要求を受
理する場合（ステップＳ１２のＹｅｓ分岐）、ｅＮＢ３の送信オフに伴い、ｅＮＢ３のセ
ルに隣接する周辺無線基地局ｅＮＢ１、２において、他の無線パラメータの更新が必要か
否かを判断する（ステップＳ１３）。
【０１０７】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）の基地局管理部１０３において、ｅＮＢ１、２において他の無線パラ
メータの更新が必要であると判断した場合、通信制御部１０２、信号処理部１０１、イン
タフェース部１０４を介して、ｅＮＢ１、２に対して、隣接セルリスト（ＮＣＬ）の更新
指示と、他の無線パラメータ情報を送信する（ステップＳ１５）。なお、隣接セルリスト
（ＮＣＬ）の更新指示は指示のみであってもよいし、更新内容等を含むようにしてもよい
。
【０１０８】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）の基地局管理部１０３において、ｅＮＢ１、２において他の無線パラ
メータの更新が必要でないと判断した場合、通信制御部１０２、信号処理部１０１、イン
タフェース部１０４を介して、ｅＮＢ１、２に対して、隣接セルリスト（ＮＣＬ）の更新
指示を送信する（ステップＳ１６）。
【０１０９】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）の基地局管理部１０３は、インタフェース部１０４、信号処理部１０
１、通信制御部１０２を介して、ｅＮＢ１、２から隣接セルリスト（ＮＣＬ）の更新完了
を受け取ると（ステップＳ１７のＹｅｓ分岐）、通信制御部１０２、信号処理部１０１、
インタフェース部１０４を介して、ｅＮＢ３に対してｅＮＢ３が管理するセルの送信オフ
（Ｔｘ－Ｏｆｆ）の実行通知（アクティベーション）の指示を送信する（ステップＳ１８
）。
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【０１１０】
　図２６は、ｅＮＢ３の処理手順を示す流れ図である。図１４、図５、及び図２６を参照
して、ｅＮＢ３の処理手順を説明する。ｅＮＢ３の通信制御部２０４は、セル３内のアク
ティブな端末（ＵＥ）の数を測定する（ステップＳ２１）。
【０１１１】
　アクティブな端末（ＵＥ）の数が、送信オフの条件を満たすとき（ステップＳ２２のＹ
ｅｓ）、ｅＮＢ３の通信制御部２０４は、信号処理部２０３、インタフェース部２０５を
介して、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０に対して、送信オフ（Ｔｘ－ｏｆｆ）要求を送信する（ス
テップＳ２３）。
【０１１２】
　ｅＮＢ３の通信制御部２０４は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０から、拒否（ｒｅｊｅｃｔｉｏ
ｎ）を受けず（ステップＳ２４のＮｏ）、実行通知（アクティベーション）を受けた場合
（ステップＳ２５のＹｅｓ）、送信器２０２を制御してｅＮＢ３が管理するセル３への送
信をオフとする（ステップＳ２６）。なお、アクティブな端末の数の測定は、所定時刻毎
に行っても良いし、所定期間の平均値でもよいし、それ以外でもよい。
【０１１３】
　図２７は、ｅＮＢ１（２）の処理手順を示す流れ図である。図１４、図５、及び図２７
を参照して、ｅＮＢ１（２）の処理手順を説明する。
【０１１４】
　ｅＮＢ１（２）の通信制御部２０４は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０から、インタフェース部
２０５、信号処理部２０３を介して、隣接セルリスト（ＮＣＬ）の更新指示を受けた場合
（ステップＳ２１のＹｅｓ）、ｅＮＢ１（２）の通信制御部２０４は、内部の保持する隣
接セルリスト（ＮＣＬ）（不図示）を更新し（ステップＳ３２）、隣接セルリストの更新
完了を、信号処理部２０３、インタフェース部２０５を介して、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０に
送信する（ステップＳ３３）。
【０１１５】
　ｅＮＢ１（２）の通信制御部２０４は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）１０から、インタフェース部
２０５、信号処理部２０３を介して、更新すべき無線パラメータ情報を受けた場合（ステ
ップＳ３４のＹｅｓ）、ｅＮＢ１（２）の他の無線パラメータ情報を更新する（ステップ
Ｓ３３）。
【０１１６】
＜第１の実施例の変形例＞
　図１５、図１６は、本発明における第１の実施例の変形例を説明するための図である。
図１５は、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）が無線基地局（ｅＮＢ３）の送信オフを制御する場合の制御
手順を示す図である。
【０１１７】
　まず、無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、ｅＮＢ３は、自セル内の通信中あるいはアクテ
ィブ状態の端末数等のトラフィック情報をＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）に報告する（図１５の「Ｒｅ
ｐｏｒｔｉｎｇ」参照）。なお、本実施例では、この報告（Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ）が状態
制御情報に相当する。
【０１１８】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、無線基地局から報告された情報に従いｅＮＢ３のセルｃｅｌｌ　
３での送信をオフにすることを決定し（図１５の「Ｄｅｃｉｄｅ　Ｔｘ－ｏｆｆ　ｉｎ　
ｃｅｌｌ３　ａｔ　ｅＮＢ３」（ｅＮＢ３のｃｅｌｌ３の送信オフの判定）参照）、ｅＮ
Ｂ１、ｅＮＢ２に対して、管理情報としてｃｅｌｌ　３を隣接セルリストから削除するこ
とを通知するとともに、その他の無線パラメータの更新を通知する（図１５の「Ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｍｏｖａｌ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕ
ｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｏｔｈｅｒ　ｒａｄｉｏ　ｐａｒａ
ｍｅｔｅｒｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」（隣接セルリストからｃｅｌｌ　３の削除と更
新された他の無線パラメータの指示）参照）。
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【０１１９】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、隣接セルリストを更新した後（図１５の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ
　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」参照）、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に対して、隣接セルリ
ストの更新完了を報告し（図１５の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｒｅｍ
ｏｖａｌ　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストから
ｃｅｌｌ　３の削除完了）参照）、その他の無線パラメータの更新を行う（図１５の「Ｒ
ａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｕｐｄａｔｅ」（無線パラメータ更新）参照）。
【０１２０】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３に対して、自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにす
ることを通知する（図１５の「Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフ
の活性化）参照）。
【０１２１】
　ｅＮＢ３は、当該通知を受けた後、ｃｅｌｌ　３での送信をオフにする（図１５の「Ｔ
ｘ－ｏｆｆ」）。
【０１２２】
　第１の実施例の変形例においては、このような手順を踏むことで、自セルでの送信をオ
フにする無線基地局が存在する場合でも、より適切に隣接セルリスト等の無線パラメータ
の制御を行うことができる。
【０１２３】
　図１６は、ｅＮＢ３が自律的に自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにする場合の制
御手順を示す図である。
【０１２４】
　まず、ｅＮＢ３は状態制御情報として、何らかのトリガーにより自セル（ｃｅｌｌ　３
）での送信をオフにした後（図１６の「Ｔｘ－ｏｆｆ」）、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に、送信オ
フにした事を報告する（図１６の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｆｆ」参照）
。なお、ここでいう送信オフの処理は、瞬時的に行った場合だけでなく、段階的に行う初
期段階を開始した時点（送信オフを行っている途中段階）である場合も当てはまる。
【０１２５】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に隣接セルリストからｃｅｌｌ　３を削除す
ること、および、その他の無線パラメータの更新を通知する（図１６の「Ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｍｏｖａｌ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃ
ｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ａｎｄ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｏｔｈｅｒ　ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔ
ｅｒｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」（隣接セルリストからｃｅｌｌ　３の削除と更新され
た他の無線パラメータの指示）参照）。
【０１２６】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、隣接セルリストを更新し（図１６の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃ
ｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」参照）、隣接セルリスト更新の完了通知をＯ＆Ｍ（Ｏ
ＭＣ）に対して行い（図１６の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｒｅｍｏｖ
ａｌ　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストからｃｅ
ｌｌ　３の削除完了）、その他の無線パラメータを更新する（図１６の「Ｒａｄｉｏ　ｐ
ａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｕｐｄａｔｅ」（無線パラメータ更新）参照）。
【０１２７】
　第１の実施例の変形例においては、このような手順を踏むことで、自律的に自セルでの
送信をオフにする無線基地局が存在する場合でも、より適切に隣接セルリスト等の無線パ
ラメータの制御を行うことができる。
【０１２８】
　なお、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにする場合、直ちにオフにす
るようにしてもよいし、段階的に送信電力を下げていくようにしてもよい。後者の場合、
送信電力を下げ始めた時点で、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に通知するようにしてもよい。なお、Ｏ
＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３が何らかのトリガーにより自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信
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をオフしたことを示す状態制御情報を、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に通知するという形態でもよ
い。この場合ｅＮＢ１、ｅＮＢ２が隣接セルリストからｃｅｌｌ　３を削除することを判
断することになる。
【０１２９】
　以上、自セルでの送信をオフする例について説明したが、自セルでの送信をオンにする
場合も、上述と同様の方法で行うことができる。
【０１３０】
　また、前記第１の実施例の変形例においても、隣接セルリストの更新は、単に、隣接セ
ルリストから、ｃｅｌｌ　３を削除・追加するようにしてもよいし、ホワイト隣接セルリ
ストとブラック隣接セルリストを用いるようにしてもよい。
【０１３１】
＜第２の実施例＞
　次に本発明の第２の実施例について説明する。本発明の第２の実施例では、前記第１の
実施例と同様に、図１の無線基地局ｅＮＢ３が自身の管理するセル（ｃｅｌｌ　３）にお
ける送信をオフ（Ｔｘ－ｏｆｆ）および送信をオン（Ｔｘ－ｏｎ）にする場合を考える。
【０１３２】
　図１７から図２０は、本発明の第２の実施例を説明するための図である。本発明の第２
の実施例においては、無線基地局ｅＮＢ３が管理するセル（図１のｃｅｌｌ　３）の送信
をオフあるいはオンにする場合、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）が周辺無線基地局　ｅＮＢ１、ｅＮＢ
２がそれぞれ保有する隣接セルリストにおける当該ｃｅｌｌ　３に対する属性を変更する
よう管理情報を用いて指示する例である。
【０１３３】
　図１７は、無線基地局ｅＮＢ３が送信をオフにする場合の隣接セルリストの制御手順を
示す図である。
【０１３４】
　ｅＮＢ３は、自セル（ｃｅｌｌ　３）内に通信中の端末がいないこと、あるいはアクテ
ィブ状態の端末がいないこと、及び／又は、
　自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにしても周辺無線基地局で自セル（ｃｅｌｌ　
３）の範囲をカバーできることから、
　送信をオフにしてよい状況であることを検出する（図１７の「Ｔｒｉｇｇｅｒ　ｆｏｒ
　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフのトリガー）参照）。
【０１３５】
　そこで、ｅＮＢ３は、自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにすることを、Ｏ＆Ｍ（
ＯＭＣ）に要求する（図１７の「Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフ要
求）参照）。なお、この送信をオフにすることの要求が状態制御情報に相当する。
【０１３６】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、周辺無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に対して、それぞれが保有す
る隣接セルリストにおける当該セル（ｃｅｌｌ　３）に関する属性を変更するよう通知す
る（図１７の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃ
ｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」（更新された隣接セルリスト情報の指示）
参照）。
【０１３７】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、隣接セルリストを更新し（図１７の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃ
ｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」参照）、隣接セルリスト更新完了をＯ＆Ｍ（ＯＭＣ）
に報告する（図１７の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　
ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（隣接セルリスト更新完了）参照）。
【０１３８】
　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ３に自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにすることを
通知する（図１７の「Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフの活性化
）参照）。



(20) JP 6471828 B1 2019.2.20

10

20

30

40

50

【０１３９】
　ｅＮＢ３は、当該通知に従い自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにする（図１７の
「Ｔｘ－ｏｆｆ」）。
【０１４０】
　本実施例においては、このような手順を用いて、ある無線基地局の送信をオフにするこ
とにより、効率的かつ適切に周辺無線基地局における隣接セルリストを管理することがで
きる。
【０１４１】
　本実施例においては、図１８に示すように、管理情報として、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は隣接
セルリストの更新通知とともに、その他の無線パラメータの更新を通知してもよい（図１
８の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　
ｌｉｓｔ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｕｐｄａｔｅｄ　ｏｔｈｅｒ　ｒａｄｉｏ
　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ」（更新された隣接セルリスト情報と
更新された他の無線パラメータ情報の指示）参照）。
【０１４２】
　この場合、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、
・隣接セルリストを更新し（図１８の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐ
ｄａｔｅ」（隣接セルリスト更新）参照）、
・Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）に隣接セルリストの更新を報告した後（図１８の「Ｃｏｍｐｌｅｔｉ
ｏｎ　ｏｆ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（隣接セルリス
ト更新完了）参照）、
・その他の無線パラメータの更新を行う（図１８の「Ｒａｄｉｏ　ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ
　ｕｐｄａｔｅ」（無線パラメータ更新）参照）。
【０１４３】
　本実施例によれば、このような手順を用いて、ある無線基地局の送信をオフにすること
により、効率的かつ適切に周辺無線基地局における隣接セルリストの管理及びその他の無
線パラメータの設定ができる。なお、本実施例において、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２における隣
接セルリスト以外のその他の無線パラメータの更新は、図１８のように隣接セルリストの
更新の後でもよいし、同時、あるいは前に行ってもよい。この場合、隣接セルリストが、
隣接関係テーブル（ＮＲＴ）に相当する。さらに、Ｏ＆ＭがｅＮＢ３に送信をオフにする
実行通知をする前、同時、あるいは後に、その他の無線パラメータの更新通知をｅＮＢ１
、ｅＮＢ２に行ってもよい。
【０１４４】
　図１９、図２０は、本発明の第２の実施例において、隣接セルリストの更新を説明する
ための図である。図１９（Ａ）～（Ｄ）は、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２それぞれが保有する隣接
セルリストの例であり、インデックスと該インデックスに関連付けされた対象となるセル
の識別子（Ｔａｒｇｅｔ　Ｃｅｌｌ　ＩＤ：　ＴＣＩ）と、対象セルそれぞれに対する属
性（”Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ”（削除不可）、“Ｎｏ　ＨＯ”(削除不可)、“Ｎｏ　Ｘ２”
（Ｘ２無））からなるものとする。なお、図１９（Ｅ）は、ＴＣＩ＃２、＃３の属性”Ｎ
ｏ　Ｒｅｍｏｖｅ”にチェックが入れられていることを示している。
【０１４５】
　ここで、
　ＨＯはＨａｎｄ　Ｏｖｅｒ、
　Ｘ２は３ＧＰＰ　ＬＴＥにおける基地局間のインタフェース
を表す。
【０１４６】
　このような隣接セルリストを「隣接関係テーブル（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｌａｔｉ
ｏｎ　Ｔａｂｌｅ：「ＮＲＴ」ともいう）」とも呼ぶ。
【０１４７】
　インデックスと該インデックスに関連付けされた対象セルの識別子（ＴＣＩ）と、対象
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セルそれぞれに対する属性を一エントリとして含む隣接セルリストであるＮＲＴは、後述
されるように、ＬＴＥにおけるＡＮＲ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅ
ｌａｔｉｏｎ）　Ｆｕｎｃｔｉｏｎの一部として用いられる（非特許文献２）。
【０１４８】
　隣接関係テーブル（ＮＲＴ）において、”Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ”にチェック（チェック
記号）が入っている場合、無線基地局は、当該セルを隣接セルリストから決して削除しな
い（削除禁止）。
【０１４９】
　”Ｎｏ　ＨＯ”にチェックが入っている場合、無線基地局は、ハンドオーバの対象に当
該セルを使用しない（使用禁止）。
【０１５０】
　”Ｎｏ　Ｘ２”にチェックが入っている場合、当該セルを管理する無線基地局に対して
何らかのプロシージャ（ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を行うために、Ｘ２を使用しない（使用し
てはいけない）。
【０１５１】
　図１９（Ａ）の例では、ｅＮＢ１は、隣接セルとしてＴＣＩ＃２、＃３、＃４を認識し
ており、すべてに対して”Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ”の属性が与えられている。
【０１５２】
　一方、図１９（Ｃ）に示すように、ｅＮＢ２は、隣接セルとしてＴＣＩ＃１、＃３、＃
８を認識しており、同様にすべてに対して、”Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ”の属性が与えられ、
さらに、ＴＣＩ＃８には、”Ｎｏ　ＨＯ”の属性も与えられているものとする。
【０１５３】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）の送信をオフにすることか
らＴＣＩ＃３に対する属性の変更することを、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）から、通知された場合、
それに従い、図１９（Ｂ）、図１９（Ｄ）に示すように、隣接セルリストを更新する。
【０１５４】
　図１９（Ｂ）、図１９（Ｄ）に示すように、本実施例では、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、Ｔ
ＣＩ＃３に対する属性の”Ｎｏ　ＨＯ”、“Ｎｏ　Ｘ２”にチェックを入れて、隣接セル
リストを更新している。
【０１５５】
　なお、このとき、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）は、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に対して同じ隣接セルリス
トの更新の指示をしてもよいし、別の指示をしてもよい。
【０１５６】
　また、図示しないが、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオンにすることか
ら、ＴＣＩ＃３に対する属性の変更を通知された場合も、同様である。
【０１５７】
　例えばＴＣＩ＃３の”Ｎｏ　ＨＯ”、“Ｎｏ　Ｘ２”のチェックをはずして隣接セルリ
ストを更新するようにしてもよい。
【０１５８】
　図２０は、本発明の第２の実施例における隣接セルリストの別の例を示す図である。図
２０の例では、図１９の隣接セルリストに、新たな属性として”Ｎｏ　Ｔｘ”が追加され
ている。隣接セルリストにおいて属性”Ｎｏ　Ｔｘ”にチェックが入っている場合、無線
基地局は、当該セルを隣接セルとして認識をしたままであるが、当該セルでは送信してい
ない（サービスしていない）とみなして動作をする。なお、図２０（Ｅ）は、ＴＣＩ＃２
、＃３の属性”Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ”にチェックが入れられていることを示している。
【０１５９】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、図２０（Ａ）、図２０（Ｃ）の状態から、Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）か
らｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）の送信をオフにすることから、ＴＣＩ＃３に対する
属性を変更することを通知された場合、図２０（Ｂ）、図２０（Ｄ）に示すように、ＴＣ
Ｉ＃３の属性のうち、“Ｎｏ　ＨＯ”、“Ｎｏ　Ｘ２”、“Ｎｏ　Ｔｘ”に新たにチェッ
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クを入れる。
【０１６０】
　なお、図２０に示す例では、”Ｎｏ　Ｔｘ”にチェックを入れるとともに、”Ｎｏ　Ｈ
Ｏ”、“Ｎｏ　Ｘ２”にもチェックを入れたが、”Ｎｏ　ＨＯ”、“Ｎｏ　Ｘ２”にチェ
ックせずに”Ｎｏ　Ｔｘ”にチェックするだけで、”Ｎｏ　ＨＯ”、“Ｎｏ　Ｘ２”にチ
ェックした場合と同様の制約を与えたものとして考えてもよい。
【０１６１】
　また、図示しないが、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオンにすることか
ら、ＴＣＩ＃３に対する属性の変更を通知された場合も同様で、例えばＴＣＩ＃３の”Ｎ
ｏ　ＨＯ”、“Ｎｏ　Ｘ２”、“Ｎｏ　Ｔｘ”のチェックを外して、隣接セルリストを更
新するようにしてもよい。
【０１６２】
　さらに、”Ｎｏ　Ｔｘ”ではなく、無線基地局が自セルでの送信をオフにする（した）
ことを示す別の属性でもよい。
【０１６３】
　例えば、”Ｔｘ－ｏｆｆ”、“Ｔｘ　ｓｔｏｐｐｅｄ”（停止）、“Ｓｌｅｅｐ”（ス
リープ）、“Ｎｏｎ－ａｃｔｉｖｅ”（活性でない）、“Ｉｎａｃｔｉｖｅ”（非活性）
、“Ｎｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ”（サービス不可）、“Ｏｕｔ－ｏｆ－ｓｅｒｖｉｃｅ”（圏
外）等でもよい。また、完了後の属性だけではなく、“Ｐｏｗｅｒ　Ｄｏｗｎ”（電源オ
フ）や“Ｐｏｗｅｒ　Ｕｐ”（電源オン）等の過渡状態を表す属性等であってもよい。
【０１６４】
　一方、隣接関係テーブル（ＮＲＴ）において、無線基地局が自セルでの送信がオンであ
ることを示す別の属性（例えば”Ｔｘ－ｏｎ”（送信オン）、“Ａｗａｋｅ”（ウェイク
している）、“Ｗａｋｅ　ｕｐ”（ウェイクアップ）、“Ａｃｔｉｖｅ”（活性））を備
えてもよく、その場合にはオンである状態のときにチェックを入れるように隣接セルリス
トを管理する。ここで、図２５は、図１７、図１８のシーケンスにおけるＯ＆Ｍ（ＯＭＣ
）の処理にも対応し、隣接関係テーブルが図２５の隣接セルリストに相当している。同様
に、図２６、図２７は、それぞれｅＮＢ３、ｅＮＢ１（２）の処理に対応している。
【０１６５】
＜第２の無線通信システムの概略構成＞
　図２１は、本発明に係るさらに別の実施例の無線通信システムの概略構成の一例を示す
図である。この無線通信システム２は、無線基地局ｅＮＢ１，ｅＮＢ２，ｅＮＢ３と、周
辺の無線基地局を管理する制御局である主無線基地局（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）ｅＮＢ０
とを含む。ここで、無線基地局ｅＮＢ０、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２、ｅＮＢ３は、それぞれｃ
ｅｌｌ　０、ｃｅｌｌ　１、ｃｅｌｌ　２、ｃｅｌｌ　３を管理しているものとする。な
お、主無線基地局（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）は、上述した制御局（Ｏ＆Ｍ）の機能の一部
を実装するような装置である。
【０１６６】
　主無線基地局（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）の構成としては、例えば図２２に示すように、
受信器２０１、送信器２０２、信号処理部２０３、通信制御部２０４、および状態管理部
２０７を備え、状態管理部２０７で周辺基地局の管理を行う。
【０１６７】
＜第３の実施例＞
　図２３、図２４は、本発明の第３の実施例を説明するための図である。本実施例では、
図２１の無線基地局ｅＮＢ３が自身の管理するセル（ｃｅｌｌ　３）における送信をオフ
（Ｔｘ－ｏｆｆ）および送信をオン（Ｔｘ－ｏｎ）にする場合を考える。
【０１６８】
　また、本実施例は、無線基地局ｅＮＢ３が管理するセル（図１のｃｅｌｌ　３）の送信
をオフあるいはオンにする場合、主無線基地局ｅＮＢ０が基地局間のインタフェースであ
るＸ２を介して周辺無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に隣接セルリストから当該セル（ｃｅ
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ｌｌ　３）を削除、あるいは隣接セルリストに当該セル（ｃｅｌｌ　３）を追加するよう
に指示するとともに、自局が保有する隣接セルリストから当該セル（ｃｅｌｌ　３）を削
除あるいは追加する例である。
【０１６９】
　図２３は、無線基地局ｅＮＢ３が送信をオフにする場合の隣接セルリストの制御手順を
示す図である。
【０１７０】
　ｅＮＢ３は、
・自セル（ｃｅｌｌ　３）内に通信中の端末がいないこと、あるいは、
・アクティブ状態の端末がいないこと、および／又は、
・自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにしても周辺無線基地局で自セル（ｃｅｌｌ　
３）の範囲をカバーできること、
　から、送信をオフにしてよい状況であることを検出する（図２３の「Ｔｒｉｇｇｅｒ　
ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフのトリガー）参照）。そこで、自セル（ｃｅｌｌ　３
）の送信をオフにすることを主無線基地局ｅＮＢ０に要求する（図２３の「Ｒｅｑｕｅｓ
ｔ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフ要求）参照）。
【０１７１】
　ｅＮＢ０は、周辺無線基地局ｅＮＢ１、ｅＮＢ２に隣接セルリストからｃｅｌｌ　３を
削除することを通知する（図２３の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｒｅｍｏｖａｌ　ｏ
ｆ　ｃｅｌｌ３　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリス
トからのｃｅｌｌ　３の削除指示）参照）とともに、自局の隣接セルリストからｃｅｌｌ
　３を削除する（図２３の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」
（隣接セルリスト更新）参照）。
【０１７２】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、それぞれの隣接セルリストからｃｅｌｌ　３を削除し（図２３
の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（隣接セルリスト更新）
参照）、主無線基地局ｅＮＢ０に対して隣接セルリストの更新完了を報告する（図２３の
「Ｃｏｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｒｅｍｏｖａｌ　ｆｒｏｍ　ｎｅｉｇｈｂ
ｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストからのｃｅｌｌ　３の削除完了）参照）
。
【０１７３】
　ｅＮＢ０は、ｅＮＢ３に自セル（ｃｅｌｌ　３）の送信をオフにしてよいことを通知し
（図２３の「Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｆｆ」（送信オフの活性化）参照）
、ｅＮＢ３はｃｅｌｌ　３での送信をオフにする（図２３の「Ｔｘ－ｏｆｆ」）。
【０１７４】
　ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオンにする場合も同様の考え方で適切な
隣接セルリストの管理を行うことができ、図２４に手順を示す。
【０１７５】
　ｅＮＢ３は、自身がサービスを提供できる範囲（例えば図１のｃｅｌｌ　３）内に他無
線基地局と通信中の端末がいて、当該端末の送信信号の受信強度が強く、自身が送信をオ
ンつまりｃｅｌｌ　３をアクティブにすることが必要である又は効率が良いことを検出す
る（図２４の「Ｔｒｉｇｇｅｒ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｎ」（送信オンのトリガー）参照）。
【０１７６】
　そこで、自セル（ｃｅｌｌ　３）の送信をオンにすることを主無線基地局ｅＮＢ０に要
求する（図２４の「Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｏｒ　Ｔｘ－ｏｎ」（送信オン要求）参照）。
【０１７７】
　主無線基地局ｅＮＢ０は、周辺のｅＮＢ１、ｅＮＢ２に隣接セルリストにｃｅｌｌ　３
を追加することを通知するとともに（図２４の「Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　ａｄｄｉ
ｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ｔｏ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接
セルリストへのｃｅｌｌ　３の追加指示）参照）、自局の隣接セルリストにｃｅｌｌ　３
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を追加する（図２４の「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（隣
接セルリストの更新）参照）。
【０１７８】
　ｅＮＢ１、ｅＮＢ２は、それぞれの隣接セルリストにｃｅｌｌ　３を追加し（図２４の
「Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ　ｕｐｄａｔｅ」（隣接セルリストの更新）
参照）、隣接セルリストの更新完了を主無線基地局ｅＮＢ０に報告する（図２４の「Ｃｏ
ｍｐｌｅｔｉｏｎ　ｏｆ　ｃｅｌｌ３　ａｄｄｉｔｉｏｎ　ｔｏ　ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　
ｃｅｌｌ　ｌｉｓｔ」（隣接セルリストへのｃｅｌｌ　３の追加完了）参照）。
【０１７９】
　主無線基地局ｅＮＢ０は、ｅＮＢ３にｃｅｌｌ　３での送信をオンにしてよいことを通
知し（図２４の「Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｔｘ－ｏｎ」（送信オンの活性化）参照
）、ｅＮＢ３はｃｅｌｌ　３での送信をオンにする（図２４の「Ｔｘ－ｏｎ」参照）。
【０１８０】
　本実施例によれば、このような手順により、周辺に送信をオフあるいはオンにする無線
基地局が存在する場合でも、効率的かつ適切に隣接セルリストの管理を行うことができる
。なお、本実施例では、ｅＮＢ３が自セル（ｃｅｌｌ　３）での送信をオフにする場合、
主無線基地局ｅＮＢ０は自局の保有する隣接セルリストからは当該セル（ｃｅｌｌ　３）
を削除せずに残したままにする、あるいは、削除せず残したままにする、且つ何か情報（
例えば、ｃｅｌｌ　３は一時的に送信をオフにしているだけという情報）を付与し、再び
送信をオンにする場合に備えておくようにしてもよい。
【０１８１】
　上記実施例では、状態制御として、無線基地局が自セルでの送信をオフあるいはオンに
する場合（特定周波数の送信のオン・オフ、無線基地局のすべての送信のオン・オフ）を
ウェイクアップ／スリープの例としてきたが、本発明は、それらに限定されることはない
ことは勿論である。例えば、無線基地局の新規設置時、撤去時、移設時にも適用可能であ
る。さらに、無線基地局のスリープの定義として、無線部の送信のみを停止（オフ）、送
受信ともに停止（オフ）、電源のオフのいずれであってもよい。
【０１８２】
　また、本発明の対象となる無線通信システムとしては、３ＧＰＰ　ＬＴＥだけでなく、
・３ＧＰＰ　ＷＣＤＭＡ（登録商標）（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ
　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、
・ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍ
ｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）、
・ＷｉＭＡＸ（Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉ
ｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
等にも適用可能である。なお、３ＧＰＰ　ＷＣＤＭＡ等においては、無線基地局と接続さ
れている無線基地局制御装置（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ：Ｒ
ＮＣ）にＯ＆Ｍ機能がある場合もある。
【０１８３】
　自動隣接関係機能（ＡＮＲ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｌａｔｉ
ｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）について、非特許文献２に関連して、本発明を補足しておく（
非特許文献２参照）。ＡＮＲ機能の目的は、オペレータが、隣接関係（ＮＲ：Ｎｅｉｇｈ
ｂｏｕｒ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ）を手動で管理する負担から救済するものである。
【０１８４】
　図３０は、ＡＮＲとその環境を示す図であり、非特許文献２のＦｉｇｕｒｅ　２２．３
．２ａ－１　（ＡＮＲによるｅＮＢとＯ＆Ｍ間の相互作用）を引用したものである。
【０１８５】
　ＡＮＲ機能は、無線基地局ｅＮＢに実装され、ＮＲＴ（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｌａ
ｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）を管理する。ＡＮＲ内の隣接検出機能（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｄ
ｅｔｅｃｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）は新たな隣接セルを検出するとＮＲＴに追加する
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。隣接除去機能（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｍｏｖａｌ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）は、例えば
期限切れ隣接関係（ｏｕｔｄａｔｅｄ　ＮＲｓ）をＮＲＴから除く。
【０１８６】
　隣接検出機能（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）、隣接
除去機能（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｍｏｖａｌ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）は実装依存（ｉｍ
ｐｌｅｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ）である。
【０１８７】
　ＡＮＲの文脈における隣接セル関係（ＮＲ）は以下のように定義される。ソースセルか
らターゲットセルへの既存のＮＲ（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｌａｔｉｏｎ　）はソース
セルを制御するｅＮＢは、
　ａ）ターゲットセルのＥＣＧＩ／ＣＧＩ　およびＰＣＩを知っている。
　ｂ）ターゲットセルを識別するソースセルに対してＮＲＴ（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅ
ｌａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）にエントリを有する。
ｃ）ＮＲＴにおける属性は、Ｏ＆Ｍによって定義されるか、またはデフォルト値にセット
される。
【０１８８】
　ｅＮＢが持つセルに対してｅＮＢはＮＲＴ（図３０）を保持する。各ＮＲに対して、Ｎ
ＲＴは、ターゲットセルを識別するターゲットセル識別子（ＴＣＩ：Ｔａｒｇｅｔ　Ｃｅ
ｌｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を含む。Ｅ－ＵＴＲＡＮの場合、ＴＣＩは、Ｅ－ＵＴＡＮ
　セルグローバル識別子（ＥＣＧＩ：Ｃｅｌｌ　Ｇｌｏｂａｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）
とターゲットセルの物理セル識別子（ＰＣＩ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　　Ｃｅｌｌ　Ｉｄｅｎ
ｔｉｆｉｅｒ）に対応する。各ＮＲは４つの属性、ＮｏＲｅｍｏｖｅ、ＮｏＨＯ、ＮｏＸ
２、ＮｏＴｘを有する。
【０１８９】
　このうち、ＮｏＲｅｍｏｖｅは、チェックが入れられている場合、ｅＮＢはＮＲＴから
ＮＣＬ（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｒｅｌａｔｉｏｎ）を削除しない。
【０１９０】
　Ｎｏ　ＨＯは、チェックが入れられている場合、Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｃｅｌｌ　Ｒｅ
ｌａｔｉｏｎは、ｅＮＢによってハンドオーバ用に用いられない。
【０１９１】
　ＮｏＸ２は、チェックが入れられている場合、Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｌａｔｉｏｎ
は、ｅＮＢがターゲットセルを親となる手続きを開始するためにＸ２を使わない。
【０１９２】
　ＮｏＴｘは、チェックが入れられている場合、ＮＲ（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　Ｒｅｌａｔ
ｉｏｎ）は、ｅＮＢによって測定のためには用いられない。
【０１９３】
　ＮＲ（Ｎｅｉｇｈｂｏｕｒ　ｃｅｌｌ　Ｒｅｌａｔｉｏｎ）は、セル－セル間の関係で
あり、Ｘ２は２つのｅＮＢ間で設定される。ＮＲは一方向であり、Ｘ２リンクは双方向で
ある。
【０１９４】
　ＡＮＲは、Ｏ＆ＭがＮＲＴを管理できる。Ｏ＆Ｍは、ＮＲの追加、削除ができる。Ｏ＆
Ｍは、ＮＲＴの属性を変更できる。Ｏ＆ＭはＮＲＴの変更を通知される。
【０１９５】
　次に、本発明に実現されるＥＵＴＲＡＮセルのオン・オフについて説明する。
【０１９６】
　ｅＮＢは必要でなければ、自身のセルにおけるTｘ－ｏｆｆ（送信オフ）を行うことが
できる。ｅＮＢは必要であれば、自身のセルにおけるTｘ－oｎ（送信オン）を行うことが
できる。
【０１９７】
　ｅＮＢがＴｘ－ｏｎ／ｏｆｆを行うかどうか、つまりＴｘ－ｏｎ／ｏｆｆの判定は実装
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依存である。しかし、この場合、Ｏ＆Ｍは不具合状況を回避するため、ＮＲＴを管理する
ことができる。例えば、ｅＮＢがＴｘ－ｏｆｆを行うセルにおけるあるＵＥが呼の切断、
ｅＮＢがＴｘ－ｏｎを行うセルの隣接セルに対する干渉の増大という、不具合である。
【０１９８】
　ｅＮＢが自身のセルでＴｘ－ｏｎ／ｏｆｆを行う場合、以下のシーケンスで行われる。
【０１９９】
１．　ｅＮＢは、Ｔｘ－ｏｎ／ｏｆｆを行うトリガー発生時、あるセルにおけるＴｘ－ｏ
ｎ（ｏｆｆ）をＯ＆Ｍに要求する。
【０２００】
２．　Ｏ＆Ｍは隣接ｅＮＢのＮＲＴにおける属性を変更する。例えば、Ｏ＆Ｍは、対応す
るセルに対してＮｏＴｘの属性にチェックを追加するか除去する。また、Ｏ＆Ｍは隣接ｅ
ＮＢにおいて更新すべき無線パラメータ情報を送信してもよい。
【０２０１】
３．　隣接ｅＮＢは自身のＮＲＴを更新する。また、Ｏ＆Ｍからの指示に基づき無線パラ
メータを更新する。
【０２０２】
４．　Ｏ＆Ｍは対応するｅＮＢにＴｘ－ｏｎ（ｏｆｆ）のアクティベーションを送信し、
ｅＮＢにＴｘ－ｏｎ（ｏｆｆ）を行う。
【０２０３】
　非特許文献３の「４．２．２．１　Ｉｎｐｕｔ　ｄａｔａ，　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　ｏｆ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｄａｔａ」において
、　Ｏ＆ＭとｅＮＢ間では以下の入力データが交換される。すなわち、
　セル内のアクティブなＵＥの数。
【０２０４】
　なお、ｅＮＢメジャメントを含む他のメジャメントは要検討事項（ＦＦＳ：Ｆｏｒ　Ｆ
ｕｒｔｈｅｒ　Ｓｔｕｄｙ）である。
【０２０５】
　ＳＯＮ（Ｓｅｌｆ　Ｏｒｇａｎｉｚｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）機能の出力パラメータは
以下の情報を含むようにしてもよい。
・運用（システムキャパシティ、カバレッジ等）の観点から、不要なセルをスイッチ・オ
フする自己修復（セルフヒーリング）。
・セルのスイッチオン・オフに関する隣接セル関係の自己組織化（自己最適化）。
【０２０６】
　非特許文献３の「４．２．２．１　Ｉｎｐｕｔ　ｄａｔａ，　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓ　ｏｆ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｄａｔａ」の測定は
、中枢ＳＯＮエンティティに報告される。ＳＯＮエンティティが中枢に集中しているかな
いかはＦＦＳである。
【０２０７】
　なお、上記の特許文献、非特許文献の各開示を、本書に引用をもって繰り込むものとす
る。本発明の全開示（請求の範囲を含む）の枠内において、さらにその基本的技術思想に
基づいて、実施形態ないし実施例の変更・調整が可能である。また、本発明の請求の範囲
の枠内において種々の開示要素の多様な組み合わせないし選択が可能である。すなわち、
本発明は、請求の範囲を含む全開示、技術的思想にしたがって当業者であればなし得るで
あろう各種変形、修正を含むことは勿論である。
【０２０８】
　上記本発明の実施形態をまとめると以下が付記される。
　（付記１）
　複数の無線基地局と、
　前記複数の無線基地局に接続する制御局と、
　を有し、
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　第一の無線基地局において前記第一の無線基地局の状態制御を行うトリガーが発生した
場合に、
　前記第一の無線基地局は、前記状態制御開始前、開始時、又は、前記状態制御の実行段
階で、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を、前記制御局又は他の無線基地局
の少なくともどちらか一方へ通知する、ことを特徴とする無線通信システム。
【０２０９】
　（付記２）
　前記制御局は、
　前記第一の無線基地局に関する状態制御情報と、
　前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い更新されるべき無線パラメータに関する管
理情報と
　のうちの、一方又は両方を、少なくとも、前記第一の無線基地局のセルに隣接するセル
を管理する第二の無線基地局に、送信する、ことを特徴とする付記１記載の無線通信シス
テム。
【０２１０】
　（付記３）
　複数の無線基地局と、
　前記複数の無線基地局に接続し前記複数の無線基地局を管理する制御局と、
　を有し、
　第一の無線基地局が、前記第一の無線基地局の状態制御の開始前、開始時、又は、前記
状態制御の実行段階に、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を前記制御局又は
他の無線基地局の少なくともどちらか一方へ通知し、
　前記制御局は、前記状態制御に伴い更新する無線パラメータに関する管理情報と、前記
状態制御情報の少なくとも一方を、前記制御局に接続する前記複数の無線基地局のうち、
少なくとも、前記第一の無線基地局のセルに隣接するセルを管理する第二の無線基地局に
、通知する、ことを特徴とする無線通信システム。
【０２１１】
　（付記４）
　前記制御局が、前記無線基地局を管理する上位局、又は、前記無線基地局の集中制御を
行う主無線基地局のいずれかである、ことを特徴とする付記１乃至３のいずれか一に記載
の無線通信システム。
【０２１２】
　（付記５）
　前記状態制御が、
　前記第一の無線基地局の新規設置、撤去、又は、移設、
　前記第一の無線基地局が管理する特定周波数での送信のオン／オフ、
　前記第一の無線基地局のウェイクアップ／スリープ、
　のいずれかである、ことを特徴とする付記１乃至４のいずれか一に記載の無線通信シス
テム。
【０２１３】
　（付記６）
　前記送信のオン／オフを、送信電力を段階的に制御することにより行う、ことを特徴と
する付記５記載の無線通信システム。
【０２１４】
　（付記７）
　前記状態制御情報が、
　前記状態制御の結果と、
　前記状態制御の予告と、
　前記状態制御の要求と、
　前記状態制御の詳細と、
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　前記状態制御を行うか否かの判断基準となる情報と、
　の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記１乃至６のいずれか一に記載の無線通
信システム。
【０２１５】
　（付記８）
　前記管理情報が、
　無線パラメータの設定値、
　無線パラメータの設定値の更新前との差分、
　無線パラメータに関する制御情報、
　のうち少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記２又は３に記載の無線通信システ
ム。
【０２１６】
　（付記９）
　前記無線パラメータが、
　隣接セルリスト、
　送信電力、
　アンテナチルト角、
　ハンドオーバパラメータ、
　セル再選択パラメータ、
　の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記８記載の無線通信システム。
【０２１７】
　（付記１０）
　前記第二の無線基地局が、
　前記送信電力、及び／又は、前記アンテナチルト角の値を、
　段階的に制御する、ことを特徴とする付記９記載の無線通信システム。
【０２１８】
　（付記１１）
　前記隣接セルリストに関する制御情報が、
　前記状態制御を行う無線基地局のセルの隣接セルリストへの追加、又は
　隣接セルリストからの削除、
　前記状態制御を行う無線基地局の管理するセルに対する属性の変更、
　のうちのいずれかである、ことを特徴とする付記９記載の無線通信システム。
【０２１９】
　（付記１２）
　前記隣接セルリストにおける前記属性が、
　アクセス制限あり（Ｂｌａｃｋ　ｌｉｓｔ）、
　アクセス制限なし（Ｗｈｉｔｅ　ｌｉｓｔ）、
　前記隣接セルリストからの削除不可（Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ）、
　ハンドオーバ不可（Ｎｏ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ）、
　無線基地局間接続なし、
　無線基地局間情報交換なし（Ｎｏ　Ｘ２）、
　送信オフ（Ｔｘ－ｏｆｆ、又は、Ｎｏ　Ｔｘ）、又は、
　スリープ（Ｓｌｅｅｐ）、
の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記１１記載の無線通信システム。
【０２２０】
　（付記１３）
　前記第二の無線基地局が、前記管理情報に従い、前記無線パラメータを更新し、自セル
内の無線端末へ前記更新を通知する、ことを特徴とする付記２、３、８乃至１２のいずれ
か一に記載の無線通信システム。
【０２２１】
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　（付記１４）
　前記第一の無線基地局は、前記状態制御を行う前に前記制御局へ前記状態制御情報を通
知し、
　前記制御局は、前記管理情報を少なくとも前記第二の無線基地局へ通知した後、状態制
御の実行情報を、前記第一の無線基地局へ通知する、ことを特徴とする付記２、３、８乃
至１３のいずれか一に記載の無線通信システム。
【０２２２】
　（付記１５）
　前記状態制御の実行情報が、
　前記状態制御を実行あるいは完了させる指示、
　前記状態制御に使用するパラメータの値、
　のうち少なくとも一方を含む、ことを特徴とする付記１４記載の無線通信システム。
【０２２３】
　（付記１６）
　第一の無線基地局において前記第一の無線基地局の状態制御を行うトリガー発生時、
　前記一の無線基地局は、前記状態制御開始前、開始時、又は、前記状態制御の実行段階
で、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を、制御局又は他の無線基地局の少な
くともどちらか一方へ通知する、ことを特徴とする無線通信方法。
【０２２４】
　（付記１７）
　前記制御局は、
　前記第一の無線基地局に関する状態制御情報と、
　前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い更新されるべき無線パラメータに関する管
理情報と
　のうちの、一方又は両方を、少なくとも、前記第一の無線基地局のセルに隣接するセル
を管理する第二の無線基地局に、送信する、ことを特徴とする付記１６記載の無線通信方
法。
【０２２５】
　（付記１８）
　第一の無線基地局が、前記第一の無線基地局の状態制御の開始前、開始時、又は、前記
状態制御実行段階に、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を制御局又は他の無
線基地局の少なくともどちらか一方へ通知し、
　前記制御局は、前記状態制御に伴い更新する無線パラメータに関する管理情報と、前記
状態制御情報の少なくとも一方を、前記制御局に接続する複数の無線基地局のうち、少な
くとも、前記第一の無線基地局のセルに隣接するセルを管理する第二の無線基地局へ、通
知する、ことを特徴とする無線通信方法。
【０２２６】
　（付記１９）
　前記制御局が、前記無線基地局を管理する上位局、又は、前記無線基地局の集中制御を
行う主無線基地局のいずれかである、ことを特徴とする付記１６乃至１８のいずれか一に
記載の無線通信方法。
【０２２７】
　（付記２０）
　前記状態制御が、
　前記第一の無線基地局の新規設置、撤去、又は、移設、
　前記第一の無線基地局が管理する特定周波数での送信のオン／オフ、
　前記第一の無線基地局のウェイクアップ／スリープ、
　のいずれかである、ことを特徴とする付記１６乃至１８のいずれか一に記載の無線通信
方法。
【０２２８】
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　（付記２１）
　前記送信のオン／オフを、送信電力を段階的に制御することにより行う、ことを特徴と
する付記２０記載の無線通信方法。
【０２２９】
　（付記２２）
　前記状態制御情報が、
　前記状態制御の結果と、
　前記状態制御の予告と、
　前記状態制御の要求と、
　前記状態制御の詳細と、
　前記状態制御を行うか否かの判断基準となる情報と、
　の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記１６乃至２１のいずれか一に記載の無
線通信方法。
【０２３０】
　（付記２３）
　前記管理情報が、
　無線パラメータの設定値、
　無線パラメータの設定値の更新前との差分、
　無線パラメータに関する制御情報、
　のうち少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記１７又は１８に記載の無線通信方
法。
【０２３１】
　（付記２４）
　前記無線パラメータが、
　隣接セルリスト、
　送信電力、
　アンテナチルト角、
　ハンドオーバパラメータ、
　セル再選択パラメータ、
　の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記２３記載の無線通信方法。
【０２３２】
　（付記２５）
　前記第二の無線基地局が、
　前記送信電力、及び／又は、前記アンテナチルト角の値を、
　段階的に制御する、ことを特徴とする付記２４記載の無線通信方法。
【０２３３】
　（付記２６）
　前記隣接セルリストに関する制御情報が、
　前記状態制御を行う無線基地局のセルの隣接セルリストへの追加、又は
　隣接セルリストからの削除、
　前記状態制御を行う無線基地局の管理するセルに対する属性の変更、
　のうちのいずれかである、ことを特徴とする付記２４記載の無線通信方法。
【０２３４】
　（付記２７）
　前記隣接セルリストにおける前記属性が、
　アクセス制限あり（Ｂｌａｃｋ　ｌｉｓｔ）、
　アクセス制限なし（Ｗｈｉｔｅ　ｌｉｓｔ）、
　前記隣接セルリストからの削除不可（Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ）、
　ハンドオーバ不可（Ｎｏ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ）、
　無線基地局間接続なし、



(31) JP 6471828 B1 2019.2.20

10

20

30

40

50

　無線基地局間情報交換なし（Ｎｏ　Ｘ２）、
　送信オフ（Ｔｘ－ｏｆｆ、又は、Ｎｏ　Ｔｘ）、又は、
　スリープ（Ｓｌｅｅｐ）、
　の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記２６記載の無線通信方法。
【０２３５】
　（付記２８）
　前記第二の無線基地局が、前記管理情報に従い、前記無線パラメータを更新し、自セル
内の無線端末へ前記更新を通知する、ことを特徴とする付記２３乃至２７のいずれか一に
記載の無線通信方法。
【０２３６】
　（付記２９）
　前記第一の無線基地局は、前記状態制御を行う前に、前記制御局へ前記状態制御情報を
通知し、
　前記制御局は、前記管理情報を前記第一の無線基地局以外の無線基地局へ通知した後、
状態制御実行情報を前記第一の無線基地局へ通知する、ことを特徴とする付記１８乃至２
８のいずれか一に記載の無線通信方法。
【０２３７】
　（付記３０）
　前記状態制御実行情報が、
　前記状態制御を実行あるいは完了させる指示、
　前記状態制御に使用するパラメータの値、
　のうち少なくとも一方を含む、ことを特徴とする付記２９記載の無線通信方法。
【０２３８】
　（付記３１）
　無線基地局の状態制御を行うトリガーが発生した場合、前記状態制御の開始前、開始時
、又は、前記状態制御の実行段階で、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を、
制御局又は他の無線基地局の少なくともどちらか一方へ通知する手段を備えた、無線基地
局。
【０２３９】
　（付記３２）
　前記制御局から、前記状態制御に伴い更新する無線パラメータに関する管理情報と、前
記状態制御情報と、の少なくとも一方を受ける、付記３１記載の無線基地局。
【０２４０】
　（付記３３）
　前記状態制御が、
　前記無線基地局の新規設置、撤去、又は、移設、
　前記無線基地局が管理する特定周波数での送信のオン／オフ、
　前記無線基地局のウェイクアップ／スリープ、
　のいずれかである、付記３２記載の無線基地局。
【０２４１】
　（付記３４）
　前記送信のオン／オフを、送信電力を段階的に制御することにより行う、付記３３記載
の無線基地局。
【０２４２】
　（付記３５）
　前記管理情報が、
　無線パラメータの設定値、
　無線パラメータの設定値の更新前との差分、
　無線パラメータに関する制御情報、
　のうち少なくとも一つを含み、
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　前記無線パラメータが、
　隣接セルリスト、
　送信電力、
　アンテナチルト角、
　ハンドオーバパラメータ、
　セル再選択パラメータ、
　の少なくとも一つを含む、付記３２記載の無線基地局。
【０２４３】
　（付記３６）
　前記送信電力、及び／又は、前記アンテナチルト角の値を、
　段階的に制御する、付記３５記載の無線基地局。
【０２４４】
　（付記３７）
　前記隣接セルリストに関する制御情報が、
　前記状態制御を行う無線基地局のセルの隣接セルリストへの追加、又は
　隣接セルリストからの削除、
　前記状態制御を行う無線基地局の管理するセルに対する属性の変更、
　のうちのいずれかである、付記３５記載の無線基地局。
【０２４５】
　（付記３８）
　前記隣接セルリストにおける前記属性が、
　アクセス制限ありのリスト（Ｂｌａｃｋ　ｌｉｓｔ）、
　アクセス制限なしのリスト（Ｗｈｉｔｅ　ｌｉｓｔ）、
　前記隣接セルリストからの削除不可（Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ）、
　ハンドオーバ不可（Ｎｏ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ）、
　無線基地局間接続なし、
　無線基地局間情報交換なし（Ｎｏ　Ｘ２）、
　送信オフ（Ｔｘ－ｏｆｆ、又は、Ｎｏ　Ｔｘ）、又は、
　スリープ（Ｓｌｅｅｐ）、
　のいずれかを含む、付記３７記載の無線基地局。
【０２４６】
　（付記３９）
　前記状態制御を行う前記無線基地局以外の無線基地局は、前記管理情報に従い、前記無
線パラメータを更新し、自セル内の無線端末へ前記更新を通知する、付記３２乃至３８の
いずれか一に記載の無線基地局。
【０２４７】
　（付記４０）
　前記状態制御を行う前に、前記制御局へ、前記状態制御情報を通知し、
　前記制御局では、前記管理情報を前記状態制御情報を通知した前記無線基地局以外の無
線基地局へ通知した後に状態制御実行情報を、前記状態制御情報を通知した前記無線基地
局へ通知し、
　前記制御局から、状態制御実行情報を受け取る手段を備えた、付記３１乃至３９のいず
れか一に記載の無線基地局。
【０２４８】
　（付記４１）
　第一の無線基地局から状態制御に関する情である状態制御情報の通知を受け、
　前記第一の無線基地局に関する状態制御情報と、
　前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い更新されるべき無線パラメータに関する管
理情報と、
　のうちの、一方又は両方を、少なくとも前記第一の無線基地局のセルに隣接するセルを
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管理する第二の無線基地局に送信する、制御局。
【０２４９】
　（付記４２）
　前記状態制御が、
　前記第一の無線基地局の新規設置、撤去、又は、移設、
　前記第一の無線基地局が管理する特定周波数での送信のオン／オフ、
　前記第一の無線基地局のウェイクアップ／スリープ、
　のいずれかである、ことを特徴とする付記４１記載の制御局。
【０２５０】
　（付記４３）
　前記管理情報が、
　無線パラメータの設定値、
　無線パラメータの設定値の更新前との差分、
　無線パラメータに関する制御情報、
　のうち少なくとも一つを含み、
　前記無線パラメータが、
　隣接セルリスト、
　送信電力、
　アンテナチルト角、
　ハンドオーバパラメータ、
　セル再選択パラメータ、
　の少なくとも一つを含む、ことを特徴とする付記４１又は４２記載の制御局。
【０２５１】
　（付記４４）
　前記隣接セルリストに関する制御情報が、
　前記状態制御を行う無線基地局のセルの隣接セルリストへの追加、又は
　隣接セルリストからの削除、
　前記状態制御を行う無線基地局の管理するセルに対する属性の変更、
　のうちのいずれかである、ことを特徴とする付記４３記載の制御局。
【０２５２】
　（付記４５）
　前記隣接セルリストにおける前記属性が、
　アクセス制限ありのリスト（Ｂｌａｃｋ　ｌｉｓｔ）、
　アクセス制限なしのリスト（Ｗｈｉｔｅ　ｌｉｓｔ）、
　前記隣接セルリストからの削除不可（Ｎｏ　Ｒｅｍｏｖｅ）、
　ハンドオーバ不可（Ｎｏ　Ｈａｎｄｏｖｅｒ）、
　無線基地局間接続なし、
　無線基地局間情報交換なし（Ｎｏ　Ｘ２）、
　送信オフ（Ｔｘ－ｏｆｆ、又は、Ｎｏ　Ｔｘ）、又は
　スリープ（Ｓｌｅｅｐ）、
　のいずれかを含む、ことを特徴とする付記４４記載の制御局。
【０２５３】
　（付記４６）
　無線基地局の状態制御を行うトリガーが発生した場合に、前記状態制御開始前、開始時
、又は、前記状態制御の実行段階で、前記状態制御に関する情報である状態制御情報を、
制御局へ通知する処理を、前記無線基地局を構成するコンピュータに実行させるプログラ
ム。
【０２５４】
　（付記４７）
　前記制御局から、前記状態制御に伴い更新する無線パラメータに関する管理情報と、前
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記状態制御情報の少なくとも一方を受ける処理を前記コンピュータに実行させる付記４６
記載のプログラム。
【０２５５】
　（付記４８）
　第一の無線基地局から状態制御に関する情報である状態制御情報の通知を受け、
　前記第一の無線基地局に関する状態制御情報と、
　前記第一の無線基地局の前記状態制御に伴い更新されるべき無線パラメータに関する管
理情報と
　のうちの、一方又は両方を、少なくとも前記第一の無線基地局のセルに隣接するセルを
管理する第二の無線基地局に送信する処理を、制御局を構成するコンピュータに実行させ
るプログラム。
【０２５６】
　（付記４９）
　一の無線基地局（ｅＮＢ）は、自局が管理するセルでの送信をオフ又はオンにする所定
のトリガー発生時、セルにおける送信オフ又はオンを制御局（Ｏ＆Ｍ）に要求し、
　前記要求を受信した前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記一の無線基地局（ｅＮＢ）の隣接無
線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）に関する隣接関係テーブル（ＮＲＴ）に
おける属性を変更する、無線通信方法。
【０２５７】
　（付記５０）
　前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記対応するセルについて送信無し（Ｎｏ　Ｔｘ）の属性に
関するチェックを追加するか除去する、付記４９記載の無線通信方法。
【０２５８】
　（付記５１）
　前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記隣接無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）
で更新すべき無線パラメータ情報を前記隣接無線基地局に送信する、付記４９又は５０記
載の無線通信方法。
【０２５９】
　（付記５２）
　前記隣接無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）は、自局の隣接関係テーブ
ル（ＮＲＴ）を更新する、付記４９又は５０記載の無線通信方法。
【０２６０】
　（付記５３）
　前記隣接無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）は、前記制御局（Ｏ＆Ｍ）
からの指示に基づき自局の無線パラメータを更新する付記５２記載の無線通信方法。
【０２６１】
　（付記５４）
　前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記一の無線基地局（ｅＮＢ）に送信オフ又はオフのアクテ
ィベーションを送信し、前記一の無線基地局（ｅＮＢ）は送信オフ又はオンを行う、付記
５２又は５３記載の無線通信方法。
【０２６２】
　（付記５５）
　複数の無線基地局（ｅＮＢ）と、前記複数の無線基地局に接続する制御局（Ｏ＆Ｍ）と
を備え、
　第一の無線基地局（ｅＮＢ）は、自局が管理するセルでの送信をオフ又はオンにする所
定のトリガー発生時、セルにおける送信オフ又はオンを制御局（Ｏ＆Ｍ）に要求し、
　前記要求を受信した前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記第一の無線基地局（ｅＮＢ）の隣接
無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）に関する隣接関係テーブル（ＮＲＴ）
における属性を変更する、無線通信システム。
【０２６３】
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　（付記５６）
　前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記対応するセルについて送信無し（Ｎｏ　Ｔｘ）の属性に
関するチェックを追加するか除去する、付記５５記載の無線通信システム。
【０２６４】
　（付記５７）
　前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記隣接無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）
で更新すべき無線パラメータ情報を前記隣接無線基地局に送信する、付記５５又は５６記
載の無線通信システム。
【０２６５】
　（付記５８）
　前記隣接無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）は、自局の隣接関係テーブ
ル（ＮＲＴ）を更新する、付記５５又は５６記載の無線通信システム。
【０２６６】
　（付記５９）
　前記隣接無線基地局（ｎｅｉｇｈｂｏｕｒｉｎｇ　ｅＮＢ）は、前記制御局からの指示
に基づき自局の無線パラメータを更新する付記５８記載の無線通信システム。
【０２６７】
　（付記６０）
前記制御局（Ｏ＆Ｍ）は、前記一の無線基地局（ｅＮＢ）に送信オフ又はオフのアクティ
ベーションを送信し、前記一の無線基地局（ｅＮＢ）は送信オフ又はオンを行う、付記５
８又は５９記載の無線通信システム。
【符号の説明】
【０２６８】
　１０　Ｏ＆Ｍ（ＯＭＣ）
　２０　無線基地局（ｅＮＢ）
　２０’　主無線基地局（ｅＮＢ）
　３０　端末（ＵＥ）
　１０１　信号処理部
　１０２　通信制御部
　１０３　基地局管理部
　１０４、２０５　インタフェース部
　２０１、３０１　受信器
　２０２、３０２　送信器
　２０３、３０３　信号処理部
　２０４、３０４　通信制御部
　２０６　アンテナ
　２０７　状態管理部
【要約】
【課題】無線基地局が状態制御を実行する場合でも、周辺無線基地局における無線パラメ
ータを効率的かつ適切に自己最適化する無線通信システム、方法の提供。
【解決手段】　複数の無線局を制御する制御局の方法であって、第１のセルを管理する第
１の無線局から、前記第１のセルをアクティブにできることを示す制御情報を受信し、前
記第１のセルをアクティブにするか決定し、前記第１のセルをアクティブにする指示を前
記第１の無線局へ送信する、ことを含み、更に、前記第１のセルをアクティブにできるこ
とを示す制御情報を受信した後に、アクティブにされる第１のセルを、第２の無線局が管
理するセルリストに追加する指示を前記第２の無線局へ通知し、前記アクティブにされる
第１のセルが追加されたことを示す応答メッセージを前記第２の無線局から受信する。
【選択図】図９
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